


心 の 糧

十二 使徒 評議 員

ゴ ー ド ン Ｂ． ヒ ン ク レ ー

べての指導者，数多い教師，及び宣教師，家庭の頭たる人々に，あらゆる面

す で心身を養い育てるようにと心からお願いしたい。
確かに世界は霊の糧に飢えている。古えの予言者アモスは予言 した。 「見よ，わ
　
コし 　 ロ

たしがききんをこの国に送 る日が来 る，それはパンのききんではない，水にかわ く

のでもない，主の言葉を聞 くことのききんである。彼 らは海か ら海へさまよい歩き

主の言葉を求めて，こなたかなたへはせまわる，しかしこれを得ないであろう。その

日には美 しいおとめも，若い男 もかわきのために気を失 う。」 （アモス８：１１～１３）

地は本当に飢え乾いている。すなわち主め御言葉 と霊の事がらにおおいに飢え乾

いている。人を養い育てる義務と特権は私達にある。主の霊感 と聖霊を絶えず求め

なさい。それは努力して高い霊的標準を保つ時に祝福を与えてくれる。その祈 りは

必ず答えられるであろう。なぜならば次の啓示により約束 されているからである。

「神はその聖 き 『みたま」により，すなわち聖霊の言い尽 き難 き賜によりて，世の

始めより今日に至るまで嘗て表 したまいしことなき知識を汝らに与えたまわん。」

（教義と聖約 １２１：２６）
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１２月２３日

１８０５年予言者 ジヨセブ ・ス ミス

生 まれ る

今 月 の 表 紙

ジヨセブ ・スミスは特別に学校教

育は受けなか ったけれども，若 くし

て神に選ばれ，モルモン経を翻訳 し，

福音を回復 した。 ジ ヨセ ブ ・スミ

スは１８０５年１２月２３日バーモント州 シ

ャロンに生まれた。今月はその誕生

１６３回をお祝いする。



〈予言者のことば〉
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この クリスマスシーズ ンにあた り，私 は救 い主 の生涯 にお

け るあ る出来事 にふれてみたいと思 う。 それ は主がお与 えに

なった霊的 な話 を聞 いた人 々が，そ の意味を理解 しないため

に，主か ら去 って行 ったことで ある。 その出来事 は短 い言 葉
画

で記 されで いる。

「それ以来
，多 くの弟子 たちは去 ってい って， もはやイエ

スと行動 を共 に しなか った。」

イエ スは去 って行 くその弟子 たちを見 なが ら，彼 と共 に残

ってい る十二弟子 に言 われた。

ク リス マ ス シ ー ズ ン を迎 え て

、 大 管 長

デ ビ ド ０． マ ッ ケ イ

「あなたがた も去ろ うとす るのか
。」シモン ・ペ テロは真剣

になって答えた。

「主 よ
，わた した ちは， だれのと ころに行 きま しょう。永

遠の命の言を もってい るのはあなたです。わ た したちは， あ

なたが生 ける神の子， キ リ「ス トであることを信 じ，ま た知 っ

ています」。（ヨハ ネ ６ ：６７～６９ 欽定訳聖書）

馬

その霊的意味 ’ ． ！㌃

あの命のパンに関する説教は，わずかなパンと魚で五千人

に食を与えた奇蹟についでなされた。偉大な教師であったキ

リス トは，福音の霊的な深い意味を人々に教えるために，そ

の奇蹟を用いたのであった。人々はその意味を理解できない

ままに，パンを食べ満たされて，去って行った。その時イエ

スは十二弟子に向って，私が先に述べた質問をされたのであ

る。後にイエスは十二弟子を近 くの山上へ連れて行って，福

音の霊的な深い意味についてさらに教えられた。その終 りに

イエスは 「人々は人の子をたれと言 っているか」とお尋ねに
０
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な った。十二弟子 は答：えた。 「ある人 々はバ プテスマの ヨハ

ネ （ヘ ロデに首を切 られた） だと言 って います。 しか し，ほ

かの人 た ちは， 手 リヤだと言 い， またエ レミヤあるい は予言

者⑱ひ と りだ， と言 って いる者 もあります 。」そ こで イエ ス

は彼 らに言 われた， 「それでは， あなたがたはわ た しをだれ

と言 うか 。」熱心 なペ テロは，今度 はイエスと数 日共 に過 して

いたので再び発言 し， ため らいな く答 えた。 「あなたこそ，

生 ける神 の子 キ リス トです」。 す るとイエスは彼 にむか って

言われた。 「バル ヨナ ・シモ ン， （キ リス トは この時 にペテ

ロと呼ば なか った）あなたは さいわいであ るρ あなたに この

事を あらわ したの は，血 肉ではな く，天 にいます わた しの父

である」。（マタイ １６：１３～１７）

世 は証を必要 としてい る

おそ らくか って なか ったほど，現 在 この世 は主 イエス ・キ

リス トの神性 につ いて の証 を必要 と してい る。我 々は主 の代

理 とな り，主 に従 って永遠 に若 くあるように熱心 につ とめな

ければな らない。 ただ考 え ることのみが人間 の行 く末 を決 め

て しま うとした ら， 内なる霊が永遠 であるとい う真理 はうた

がわ しい もの とな るのではあるまいか。救 い主 はその裏切 ら

れた夜に言 われた。

「永遠 の命 とは
， 唯一 の， ま ことの神 でいます あなたと，

また あな たがつかわ されたイエス ・キ リス トとを知 る ことで

あ ります 。」 （ヨハ ネ １７：３）

そ こで この教えを我 々は どのよ うに理解す るであろ うか。

「神 のみ こころを行お うと思 う者 であればだれで も， わた

しの語 ってい るこの教 えが神か らの ものか， それ とも， わた

し自身か ら出 たものか，わか るで あろう。」 （ヨハ ネ ７ ：１７）

知恵 は努力 によ りもたらされ る。 あらゆ る善い事 を得 るに

は努力が必要で ある。持つ に価す るもの はみな人 の肉体的，

知的，精神的 な力を求 めるので ある。

「求 めよ
， そうすれ ば，与 えられ るで あろう。捜 せ，そ う

す れば，見 いだすで あろう。門をたた け，そ うすれば，あ け

て もらえるであろう。」〈マタイ ７ ：７）

しか し， あなたは求 め，門 をたたかね ばな らない。 我 々は

この大 いなる真理 につ いて もっと知 ろうと心 に決 め な け れ

ば，我 々自身 に，愛す る人 々に，友人 に対 して真実で はあり

えない。 内なる霊 は この古 い世界 に真理が存在す ることを証

してい る。謙遜 な人 の熱心 な，真剣 な祈 りと義 と善 き行い に

よ って， イエス ・キ リス トを知 ることが できるので ある。

何を証 しするのか

ミカ書の十五章に，ダビデの町ベ ッレヘムがメシヤの誕生

の地であると予言者 ミカにより述べ られている。私は，この

キリス ト誕生の啓示を与えられた羊飼たちが，自分たちの群

の番を していた時に，その予言を覚えていたか，また全べて
ぱ

のユダヤ人のように，メシヤがす ぐに降誕するという希望を
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抱いていたのかはわからない。その謙遜な人々が神の示現を

開いたのである６
「御使たちが彼 らを離れて天に帰ったとき，羊 飼 た ち は

「さあ，ベ ッレヘムへ行 って，主がお知 らせ下 さったその出

来事を見てこようではないか』 と，互に語 り合った。」（ルカ

２ ：１５）

羊飼たちは 「これは本当だろうか」 とか 「この出来事が本

当なら見に行 こう」 とは言わなかった。彼 らは 「主がお知ら

せ下さったその出来事を見てこようではないか」 と言 ったの

である。すなわち，神が御子をあらわ し｝王の王，主の主 と

なるお方があの小さなユダヤの町の最もいやしい所で，ただ

の赤児としてお生れにな り，その しらせを天使がもたらした

という確信を述べたのであった。神が天の御使たちにより，

その誕生を予告されたキリス トがお生まれになり，生 きてま

します という確信を持つことが，その確信を持たない人４に

何を与えることになるであろうか。その人々のあらゆる疑い

は消え，現世の目的に関する心配がなくなるであろう。それ

こそとのような証 しをする意味なのである。

「生ける神の子キリス ト……
」

このクリスマスに御子の誕生を祝 う時，、主の教えと生活が

今までよりも一層美 しく，必要なものとなり，人間の幸福に

より一層適用できるようになることを願ってや ま な い。・私

は，この地上に人が置かれた最終 目的は，人間性の完成にあ

るということをなににもま して固く信 じている。私はイエス

・キリス トを人間完成の典型，肉体に顕わされた神，人類の

救い主， 慰め主として， 心から受け入れている。 イエスを

慰め主，救い主，主として受け入れる私は，その福音を救い

の計画，人間の幸福と平和を得る唯一の完全な方法 として受

け入れるのである。主がお教えになった教えの中で，人類の

成長発展，幸福に適用できないような原則は何耐つ存在 して

いない。私には主の教えの一つ一つが真の人生観に深い影響

を及ぼしているように思われる。私は主の教えを全身全霊を

もって受け入れ るものである。

世界中の失望 と落胆の状態にもかかわらず， クリスマスは

一年中で最 も幸せな季節である。

しかし，救い主イエス ・キリス トの教えと模範に最も近づ

・いた日常生活をす る人々が，最 も祝福されるということを心

に留めておこうではないか。主の降誕の時に次のように宣言

された。 「……地の上では，み心にかなう人々に平和がある

ようにｏ」 （ルカ ２：１４）

このクリスマスの祈 りと讃美において， 人々が主 に近 づ

き；あ りとあらゆるところに住む人々の心に天父の平安があ

らんことを。願わくば，病ある人々が回復 され，悲 しむ人４

が慰あられ，さび しい人 々が心を励まされ，疲れはてた人々

がやすらぎを与えられ，貧 しい人々が糧を与えられ，疑いを

抱 く人々が確信を受け，悪 しきたくらみある人存の企てが破

れんことを。

唄
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初あに，つい最近，私の心を強くとらえた実際の話につい

てご紹介 したい。 クリスマスのためにいつ もより多くお金を

もらった少女が，友人と買物に出かけた。彼女は店に近づい

た時近 くに立っていた若者に心をとあた。 しばらくして店を

立ち去る時にも，まだ若者はそこに立っていたので，彼女は

その若者のそばへ行って尋ねた。 「ご両親を待っていらっし

ゃるの？」
「いいえ
，両親はいません」

「そう……寒 くはないのですか」

彼は少女をみつめて言 った。 「今は寒 くありません。あな

たが話 しかけて下さったから。」

彼女は感動 して言 った。 「私が戻 ってくるまでここに立っ

ていて下さる？ さあ， どこかに行かないって約束 しました

よ。私が帰ってくるまでここにいらっしゃるのよ」若者は約

束を した。

少女は店に入って若者のために暖かい衣服を買って戻って

きた。
「あなたは神さまの奥 さんみたいだ」そう言う若者に少女

は答えた。

「いいえ，でも私は神さまの子供，あなた もそうなのよ。」
「そうですか

，ぼくは，あなたはきらと神さまと関係のあ

る人に違いないと思ったんだ」 、、

確かにそうである。我々は馬小屋でお生まれになった幼な

児キリス トに関係がある。あの少女はものを贈ったが，自分

自身の心を もプレゼン トした。物質だけを贈 ったり受けたり

することからは，地に平和がもたらされない。地に平和をも

たらすのは，あなたや私なξ一人一人の心の精神である。

’イエスは愛の福音をたずさえて来 られた。世はイエスを，

科学者，発明者，芸術家，政治家としてほめたたえてはいな

い。イエスの偉大さはどこにあるのであろうか。それは，性

格および霊性にあるのである。主は言われた，「わた しは平安 ｒ

をあなたがたに残 して行 く。わ たしの平安をあなたがたに与

８７



、

もし誰れかが，人々の顔に表われた輝きをはかれる計器を発明 したな ら，

節に人々は最良の思いと最も深い感動 と最高の心を内から輝かせる。 クリ

轟 ，

え る。 … … 」 （ヨ ハ ネ １４ ：２７）

イエスは模範を示 した もうた

イエス ・キ リス トは自 らを罪の世 に与えた もうて， 自分の

ことを考 えず に与 える ことの模範を示 された。イエスは御父

の模範 に従われたのである。「神 はそ のひ と り子を賜わ ったほ

どに，こ の世を愛 して下 さった。……」 （ヨハ ネ ３ ：１６）我 々

はみな，物質 だけに終 らない ものを与 えな くて はならない。

ヘ ンリー ・パン ・ダイ クの言葉か ら引用 しよう。

「あなたは他 の人 々のために して あげたことを忘れて，他

の人 々が あなたに して くれ た ことを覚 えて いようとす るだ ろ

うか。みんなのために してや った ことには心 を留 めず，みん

なか ら受 けた ことを考 えよ うと してい るだろ うか。幼 ない子

供の願いや望みを， い っ しょにな って考 えて や り，年老 いた

人 々の弱 さを思いや ろうと してい るだろ うか。友人が 自分 を

どれだ け愛 してい るかをはか ろうとせず， 自分が彼 らを真心 ．

か ら愛 してい るか どうかを考えよ うとす るだろ うか。 あなた

はこれ らのことを， この 日一 日は喜 んで行 なお うとす るのだ

ろ うか。 もしそうならば， あなたは クリスマスの精神 を実践

して いるので ある。 この一 日ク リス マスの精 神を守れ るな ら

ば， なぜ いつ もそれがで きないので あろう」

平安を得 る方法

平安 と進歩 を得 る一つ の明 らかな方法 は，発見ではな く，

再発見 にある。 それ は，歴史 に起 こったことばか りでな く，

時の限界 を越 えて将来 を読む ことので きた一人の人か ら与え

られた。 その方 は二千年 の昔 に，簡単 な言葉で こう言われ た

「…… 「心 をつ くし
，精神 をつ くし，力 をつ くし，思いを

つ くして，主 な るあなたの神 を愛せ よ」。また， 『自分 を愛す

るよ うに， あなたの隣 り人 を愛せ よ」 ……」 （ル カ１０：２７）

イエスは ヨハ ネ伝 で言 ってお られ る。

「盗人 が来 るのは
，盗 んだ り，殺 した り，滅ぼ した りす る

ためにほか な らない。わ た しが きたのは， 羊 に命 を得 させ，

豊か に得 させ るためで ある」。 （ヨハ ネ １０：１０）

キ リス トは圧制 の時代 にお生 まれ にな ったが，平和 の君 で

あった。圧制 の犠牲 となって殺 されて も，愛 の福音 と隣人 と

の和解 を教 えた もうた。 キ リス トは，調和 と平静 と良い心 の

いわば権化 であった。平和 の主 の他， どこに平和を見出せよ

うか。 クリスチ ャンでない人 々 も平和を知 ってい る。 しか し

主 に叛 いた クリスチ ャンは平和 を知 って いるで あろうか。 救

い主 は言 われた。

「すべて重荷 を負 うて苦労 している者 は
，わ た しの もとに

きな さい。 あなたがたを休 ませ てあげよう。 わた しは柔和で

心のへ りくだ った者 であ るか ら， わた しの くびきを負 うて，

わた しに学びな さい。 そ うすれ ば， あなたの魂 に休みが与 え

られ るであ ろう。 わた しの くびきは負 いやす く，わ た しの荷

は軽いか らであ る」 （マ タイ １１１２８～３０） 一

あらゆ ることを言い尽 してのち， これ こそが，世 における

平和 と戦いの問題に対す る答 えではなかろ うか。 それが ク リ

スマスのメ ッセージではなか ろうか。

ク リスマスの精神

ウ ィル フ ァー ド Ａ． ピーターソンは，「不思議 な精神」 と

題 して，美 しい言葉で思いを語 ってい る。

「あ る意味 で
，我 々はみ な電気 のスイ ッチのよ うな もので

あ る。我 々を通 して輝 き出す ク リスマスの不思議な力は我 々

しだいであ る。我 々はク リスマスの理想を 自分の生 活につけ

た り切 った りす る力 を持 って いる。人格を変化 させ るク リス

マ スの力は，家 庭にあ る電気 と同 じよ うに，使いたい と思 う

時 にいつで も使 うことができ る。我 々はやみ の中で生 活す る

こと もで きる し，光 の中で生活す ること もできる。我 々 しだ

いで ある。

我 々は一年中ほ とん ど， 善意 と喜 び と寛容の ろうそ くを灯

してい る。 その小 さな炎 は， とりかこむ悪意や利己主義や憎
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そ の針 は ク リス マスの季節 に一 番高 くなる こ とで あ ろ う。 ク リスマ スの季

スマスは人を燃えたたせるのである。

ウ ィ ル フ ァ ー ド Ａ ． ピ ー タ ー ソ ン

しみの暗やみをわずかに貫ぬくだけに過ぎない。そ してクリ

ズマスの時には，……奇跡が起こる。人々は霊の電気のスイ

ッチを発見す るのである。そのわずかな時には，世界が希望

と愛，信仰 と親切 と平和 とに輝 くのである。

クリスマスの霊の電気はいつ も使えるとい うのに，我々は

なぜ霊のろうそくやランプにあともどりをするの で あ ろ う

か。それはまるで，一年中の数 日しか電力を使わないで，あ

との日々を旧式なやり方ですごすのと同 じである。電力が一

年中いつでも使えるように， クリスマスの不思議な精神は一

年 ３６５日を通 じていつでも使えるものである。

もし誰れかが，人々の顔に表われた輝きをはかれる計器を

発明 したなら，その針はクリスマスの季節に一番高 くなるこ

とであろう。 クリスマスの季節に人々は最良の思いと最 も深

い感動と最高の心を内から輝かせる。クリスマスは人を燃え

たたせるのである。

町に光 と力を与える発電機は年中使える。深い意味をこめ

たクリスマスは霊の発電機である。それは，世を照 らして撚

える人の霊の光を生 じる。 もし我々が一年中を通 じて クリス ，

マスの不思議な精神を輝かしているならば，世界は変わるで

あろう。そのスイッチは我々の心の中にあるのだ。

あるたとえ

イエスが語 られ た ものではないが一つ のたとえを引用 しよ

う。 「なぜイエス ・キ リス トが ？」 とい う題で ある。

「ブリバーグにおけ る大 きな教会 のオルガ ニス トの語 った

話 があ る。 あ る日オルガンの前 に座 って曲を弾いてい ると，

見知 らぬ人が来て，彼 の後 ろに立 った。三十分位 してその人

は言 った。 『私 に も弾 かせて いただ けませんか』彼はオルガ

ニス トに断わ られ たが， それで も待 っていた。休み時間にな

ってまた頼 まれ たオル ガニス トは，つい にいやいやなが ら，

その人 に席 をゆず った。

見知 らぬその汰 は椅子を ひいて座 り，少 しの間，鍵盤 を見

ていた。そ して彼はす ぐに弾 き始めたが， それは大 きなその

オルガ ンか らか って聞いた ことのないほ どに壮大 で心 を うつ

演奏で あった。教 会中を満 た して天井 をつきあげ，眠 って い

る天使の 目を さま し，石柱 も喜 びで叫 び出す よ うであった。

圧倒 されたオルガニス トは見知 らぬ人 の肩 をつか んで， 「あ

なたは一体 どなたです か」 と尋 ねた。

「私は フェリ ックス ・メンデルスゾー ンです」。

見知 らぬ人 はそ う答 えた。

「ええ っ， 私は もう少 しの ところでメ ンデルスゾーンにオ

ル ガンの使用を断わ るところだ ったんですか』」

これはた とえであ る。 あなたが 自分の生活 をイエスの生活

と一致 させたいな らば，主人 であ る弾 き手 に奏演 して いただ

かねばな らない。主人 はあなたが弾 くよ りもず っと素晴 らし

い曲をかなで る。 ふつ うの生 活は天 と調和す る生活 に変 わる

こともで きる。人生 を終え る時に我 々の うちの どれ だけが こ

う言 うで あろうか。 「私は人生 の鍵盤 をイエスに弾 かせるこ

，とを拒んで しま った」。

１５１３年の 「ク リスマスの言葉」

４００年以上 も前 の １５１３年 に書 かれ た クリスマスを祝 う言葉

を， ニ ュー ヨークのス カースデイルに住 む ロバー ト・アプデ

グラフが発見 した。あなた方 もフ ラ・ジ ョバ ンニの書 いた盗の

ク リス マスの メッセージか ら，深 い感銘 を受け るに違 いない。

「おめで とう！ 私 にはあなたにない ものを差 しあげるこ

とがで きない。 だが私 が与 え るこ とはできな くと も， あなた

が受け とるものは数 多い。

私 た ちの心 が今天 国に休 めな くて は，天 国が私 たちにや っ

て くることはない。天 国を受 けたまえ 。将来 の平和 はみな，今

は隠れてい る。平和を受 けたま え。世の暗が りはただの影 だ。

その後 の手の届 くところに喜 びがある。喜 びを受 けたまえ。

そ して，今 も永 えに もあなたの日々が晴やか に明 けて影が

飛 び去 るよ うに，その祈 りを こめて，ク リスマスおめで とう」
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ン ヨ ニ ー に お 祈 りを 教 え て！

ぐ 　

シ ェ ン ・ ジ ェ ミ ソ ン

エレン ・ブレアは じっと座 って いた。病院 の廊下 にあるガ

ラスの ドアを通 して射 しこんで くる朝 の陽 の光が，壁に こま

やか な模様を描いていた。窓 の外の ヒノキに とま るつばめが

さえず り始めて， 彼女は夜通 しの長い看病 が終 った ことに気

がついた。

心は深 く沈 んでいた。夫 の ミカエルがそばにいて くれ るこ

とが とて もうれ しかった。昨晩夫 が電話 を受 けて， このバ リ

ー病院へ呼 ばれたのだった
。高校 の卒業式 のす ぐあと，交 通

事故 にあったのだ とい う。息子の ロバー トはまだ晴れの衣装

のまま，大 けがを していた。

エレンは，救急室 に運ばれ意識 不明で真青 な顔 を して動 か

なか った長男の顔 を思 い出すまい とす るかのよ うに， またた

きを した。

「脳震 とう
，頭蓋骨骨折」 と医師 は診断 した。

「脊椎 に血 がたまっています
。出血 の原因 を調べ るため に

す ぐ頭 を切開 してみます。脳 内出血 を止 め られれ ばチ ャンス

はあ ります。 もし止 め られ なか った時 には……」医師 はその

あとを言わ なか った。

二人 はそれ ぞれ に心 の中で祈 りなが ら何時間か待 合室 にす

わ ってい た。 息子が重傷で あることを思 い出す と， エ レンは

身震 いが した。

す ると突然，夜明 けの静 かな空気 を破 って， ロバー トの一

番親 しいジ ョニー ・ハ ンセ ンが部屋 にか けこんで きた。髪 は

乱 れて， 洋服 の様子 か らも大急 ぎでかけつ けて きたことがわ

か った。 「ボ ブについて聞 きま した。 ど うなのですか ／」

ジ ョニーは二人 の心配 そ うな表情 か ら， その答 え を 知 っ

た。 エ レンは ロバ ー トの事故 の重大 なことを言 お う と した

が，声 も出ず に しゃ くり泣 いた。夫が引 きついで ジ ョニーに

説明 した。すす り泣 きが落着いて くると， エ レンの心には こ

の同 じ病院 で ロバ ー トが生 まれ た１８年前の ８月 か らの 日々が

思 い浮か んだ。小 鳥のひなのようにやせて赤い顔を した小 さ

な赤 ん坊 だった。時 は何 と早 く過 ぎた ことだろ う。 クリス マ

スに贈 られ た新 しい三輪車を懸命に こいでいたの もつい昨 日

のよ うに思え る。 あっとい う問に学令 に達 して， ジーパ ンに

シャツを着て走 りまわ るほ どに成 長 した。 そのあ り様 を永久

に心 に刻んでお きたい と幾 度思 った ことであろ う。 しか しロ

９０

バ ー トは とどま ることな く成長 して いろい ろな活動に熱心 に

参加 す るよ うになった。 プライマ リーで新 しい ことを学 び，

カブス カウ ト （年少隊）で新 しい経験を積 んだ。

ハ ンセンー家 はこの土地へ引越 して きて， ロバー トにお菓

子 を持 たせて隣 りの家をたずね させ， その帰 りにジ ョニーの

家 に連れて きたので あった。

間 もな く， エ レンは ジ ョニーの環境 が 白バ ー トのｉ環境 とま

るで違 ってい るのを知 った。ジ ョニーの家 庭の標準 や理想 は

正反対で あった。飲酒 や喫煙 や汚ない言葉 はいつ ものことで

あ り，彼 らの生活 には宗教 が何 の役 割 も果 た して い な か っ

た。 エレンは ロバ ー トがジ ョニー と親 しくな るのを喜べ なか

ったが， 二人 は磁石 のよ うに仲良 くなった。

ジ ョニ ーは ロバ ー トよ り三歳年上 なので，八歳 に しては と

て も大人 に思 えた。二人 はいつ もいっ しょにい た。 当然の こ

とと して， やがて ジ ョニーは ロバー トにつ いてい っ しょに プ
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ライマ リーに出席す るようにな った。

あ る日二人 はプ ライマ リーのあ と，競争 して家へ帰 って き

た。先 に玄関 につい たジ ョニーは， やがて追 いつ いたロバ ー

トが母親 の手を ひっぱって廊 下へ連 れていった間恥ずか しそ

うに立 って いた。 ロバ ー トは母 親に ささやいた。

「お母 さん
， ジ ョニーにお祈 りを教 えて．／」

母親 は， いつ もはぶ っきらぼ うで粗 野なのに，今 は恥ずか

しそ うにそ っと立 ってい る少年をみて， 胸に こみあげる もの

を感 じた。今度 の水曜 日のプライ マ リーの開会の祈 りを頼 ま

れ たのだ とい う。

「もちろん
，喜 んでお手伝い します よ」彼女 はそ う言 って

子供 た ちを居 間へ案 内 した。

「本 当のお祈 りって どんな ものか
，知 ってい るで しょう，

ソ ヨ ー 一 」

「うん
，知 って い ると思 うけれ ど……」

「イエ ス様 は私 た ちが信 じて祈 るな ら
，正 しい願 いはなん

で も聞 きとどけて下 さるってお っしゃったのよ。」

「そう ？」

「そ うよ
，お祈 りは言葉 だけではないの。天 のお父様 とい

っ しょにお話をす ることなのよ。 あなたは教会 でこんな讃美

歌 を聞 いたで しょう。 「祈 りは魂 の見 えぬのぞみ ……」」彼

女 は讃美歌を少 し口ず さんだ。

「うん」

ロバ ー トがつ け加 えて言 った。 「お母 さん， その歌， プラ

イ マ リーの大会 で歌 ったよ」

「お祈 りの中では
，神様 を敬 ま っで，て いね いな言葉を使

うのよ。 お祈 りの第 一は， た くさんいただいて いる祝福 に感

謝 す ることです。 あなた もき っと受 けている祝福 に気づ いて

い るわね 。」

「良い ことはみんな祝福 なんで しょう」 とジ ョニーは答え

た。

彼 らはい っ しょに，祈 りの簡単 な方法 を紙 に書いて， ジ ョ

ニーに説明 した。

次の水曜 日に プライマ リーか ら帰 って きたロバー トは，い

つ もの元気 なロバー トではなかった。 ジ ョニーが見 あた らな

か った。エ レンは思 わず 聞いた。 「ロバー ト， ジ ョニーのお

祈 りは どうだ ったの ？」 しか しロバー トは何 も答えずに 自分

の部屋へ入 って行 った。

エ レンは心配 にな ったが， それ以上聞か ないで，翌 日マー

ケ ッ トで会 った時に プライマ リーの会長を してい る リン ドレ

ー姉妹 に聞いた
。

「あ あ
， ジ ョニーはお祈 りを したんです よ。 けれ ど， こわ

が って聞 きとれないほどの声 で少 しのことを言 っただ けで，

部 屋の外へかけ出 してい ったのです 。」

エ レンは乳 ジ ョニーを夕食 に招 いたある夏の晩の ことを局

い出 した。子供 たちをテーブルに呼 んで，みん なで家族の祈

りをす るために膝まず こうとした時， ジ ョニーはいや なよう

な様子だ ったため， 「い っ しょにお祈 りを しま しょう」 と誘

ったのだった。

ジ ョニーが うなずいて ロバー トのわきに膝 まずい た時，窓

の外か らハ ンセン氏 の大 きな声 が聞 こえて きた。 「ジ ョニー

／ ジ ョニー．／」 うちの野郎 は どこにいる ？ うちへ帰 って

こい／」

「おれ
，帰 る」そ う言 ったジ ョニーの首す じが ぼっと赤 く
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染 まったのを彼女 は覚えていた。

父親 にみつか るのを恐れて， ジ ョニーは裏口の ドアか らそ

っと出て いった。

ロバ ー トが神権 を受 けた夏 に， ジ ョニ ーもバ プテスマを受

けたいと言 った。彼が バプテスマを受けて後， 二人 の結 びつ

きは さらに深 くなったように見えた。やがて ジヨニー も執事

に聖任 され た。彼 が夫 の ミカエルに，定員会の集会で聞いた

聖句 を教 えて くれ と頼 んだ ことを，エ レンは記 憶 してい る。

「……だれ もこの栄誉 ある務を 自分で得 るのではな く
， ア ロ

ロ

コヒ 　

ンの場合 のよ うに，神 の召 しによって受 ける’のであ る」 とい

う聖 句であ った。

ミカエルは静か にこ う教 えたのだ った。 「ジ ョニー， イエ

ス ・キ リス トで さえ，神様 か ら召 され たのだ よ。イエス様 は

神権 を十 二使徒 を通 して地上 に残 して行かれ た。そ して使徒

たちは， キ リス トの教会 に大 きな背教 の時．代が来て神権が失

われ るまで，確 かに神権 を使 っていたのだよ。」

「じゃ
， どうして今 も神権 があるの」

「君は
， ジ ョセ ブ ・ス ミスの話 を知 って いるかい ？」

「はい
， よ く知 ってます」

「そ う
， １８２９年 に天 の使 いたちが ジ ョセフ ・ス ミスを通 し

て神権を回復 して下 さったね。」

「じゃ
， みんなは予言者 か ら神権 を与 え られ たんだね」

「予言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスかオ リバー ・カウ ドリか ら与え

られ たのだ。 彼 らは同 じ時に神権 を受 けたのだ よ。」

ミカエルは神権 とその真 の目的 につ いて，少年 たちに理解

で きるように よく説 明 し尽 せなかったと感 じたが，彼 らが神

権 について関心を抱 いた ことを感謝 して いた。

ジ ョニーは祭司に聖任 されてま もな く， 日曜学校で聖餐の

儀式 を行 なうように頼 まれた。 それ を断 わったジヲニーに，

祭司定員会の指導教師は簡単だか らと言 って，祈 りの言葉を ’

書 いたカー ドを聖餐の テーブルの上 に置 いて読 んで もよい と

言 い，つ いにジ ョニー もどうにか承諾 した。

最初 に年若 い祭司がパ ンを祝福 して，次 はジ ョニーが水を

祝福す る番 になった。 彼はため らい勝 ちに始 めて，す ぐにや

めて しまった。言葉を間違 えたのだ った。 もう一度初 めか ら

や りなお したジ ョニーは， また も間違 えて しまった。監督 に

もう一度繰 り返す ように言 われて，二度 めを言 い始 めた時 も

また失敗 して絶句 して しま った。集 会には緊張 した空気が流

れた。す ると突然 ジ ョニーが立 ちあが って顔 を紅潮 させて礼

拝堂 を出てい った。他 の祭司が静かに立 ちあが って彼 に代 わ

り，水 の祝福 を終 えた。 ジ ョニーは数週間を経てか ら教会へ

戻 ってきたのだった。

ブ レアの家族 は， ジ ョニーが高校を卒業 した らどうな るか

を懸 念 していた。二人 の少年 の友情 は失われ るのだろ うか。
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しか し大学へ進んで もジ ョニーの ロバー トに対す る心 は変わ

らず，二年の前期 の頃彼は結婚 したいと思 う女性 のことにつ

いて ロバ ー トに手紙 をよ こした。 「ボブ，彼女 は素晴 らしい

んだ。 その上教 会員なのだ。 ぼ くたちが神殿 で結婚す る時 は

君 のご両親 に列席 していただ きたい。」 １

エ レンと ミカエルは神殿 での ジ ョニーの結婚式 につ きそ っ

た。彼 らが聖壇 にぬかず くのを見ていたエ レンの心 には， ロ

バー トが幼 なか った頃の言 葉が浮 かんで きたのだった。 「お

母 さん， ジ ョ『一にお祈 りを教 えて／」

たんかが廊下 に運ばれて きて， エ レンは急 に現実 にひき戻

され た。頭 に包帯 をまかれて微動だに しない ロバー トを見 る

と，彼女 はまた も非常 な恐 れに とらわれ， おろおろ して夫 と

ジ ョニーの顔 を見 た。涙が ほおをつた った。

たんかが部屋 に運 ばれて，部 屋の扉が閉 じられ た。次 に扉

が開 いた時 には， 白衣を着 た男の人が空 のたんかを押 して き

て，看護婦が ドアのところへ来て告 げた。

「専 門医の クレィン先生 はまだ執 刀中です。 で もじきにま

い られます。 さ しあたって スノウ先生 がまい ります 。」

医師 と看護婦 は， ミカエル とエレンとジ ョニーを残 して部

屋へ入 って行 った。

時間はどれ だけ過 ぎたかわか らない。 やがてス ノウ医師が

現 われて三人 を中へ入れて くれ た。 「息子 さんは反応 を示 し

ません」 ケ レン先生を呼び ます。おそす ぎない とよいのです

が……」 「ええっ， そんな …… …」エ レンはすす り泣 いた。

「あの 彼 のため に祈 りま しょうか ？」 たあ らうよ

うなジ ョニーの声 が した。

ジ ョニーは無我夢中で ぎこちなくベ ッドのわ きに膝 まず い

た。心 の奥底 か らこみ あげて くる言葉は飾 らぬ深 い思 いを吐

露 していた。 ロバー トか ら受 けた数 々の ことを感 謝 し， 自分

の生 涯を変えた教 えに感謝 を述べ た。 ジ ョニーは， その友 の

ために確信 を こめて祈 った。 「…… しか し天 父な る神 さま，

他 のどんな ことよ りも， ただこのことを ……私た ちの思 いの

ままではな くあなた さまの御意 がなされます ように と祈 りま

す。私た ちに理解 す る知恵 をお恵み下 さい。」

ドアがあいて， 手術衣 のままの クレイン医師が現われた。

「スノウ先生 か ら聞 きま した
。我 々は尽 くせ る手をすべて尽

しま した。 ご心配 で しょう」 クレイン医師 は静か に言 った。

医師 は習慣的に患者 の脈 を とり，むずか しい顔を して毛布

を ひきあげ，聴診器をあてて，何 ヵ所か を調べ た。困 ったよ

うにまゆを よせていた。

しば らく黙 っていた医師は看護婦 に言 った。 「酸素吸入器

を使 って」

エ レンの心 には再び ロバ ー トの声 が聞こえた。 「お母 さん

ジ ョニーにお祈 りを教えて／」
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予言者 ジ ョセフ ・ス ミスの幼 年時代 の ことは ほとんど知 ら

れていません。彼 の母親 でさえ も息子 の伝記 の中で， 「ジ ョ

セブが子供の時分には，当時のあの程度 の暮 ら し向 きの人達

にとっては極 く当 り前 の平凡 な事柄 の他 には， これ と言 って

特別な ことはあ りませ んで した。」 と述べています。 多分，

ジ ョセ フの両親 にとっては，次 々と生 まれ， そ して 日毎 に成

長す る子供達 を抱 えて，生計を維持す るのに精一杯 だ ったの

で しょう。 それで母親 のル ーシイ ・マ ック ・ス ミスにとって

は些細 な事柄 をいちい ち数えあ げるだけの余裕 もなか ったの

で しょう。

母親 はジ ョセフの幼 少時代 には格別 な ことはなか ったと言

って いますが， ジョセ ブは他 な らない次 のよ うな環境で育 っ

てい るのです。 つま り，両親，兄弟，姉妹達 に対す る強い愛

こそ幸福 な家 庭の要 であるとい うような雰囲気の申で成長 し

たのです。家族 は しば しば生活 の必需品 にも事欠 くほ どで し

たが，子供達 は働 くことを学び，信 仰を持 つ ことを学 び， そ

してお互 いに誠実 であるべ きことを学びま した。 これ らの諸

徳 は生涯 に亘 りジ ョセブを助 けま した。

ク リスマスの二 日前

ある冬 の寒 い日，１８０５年１２月２３日の ことで した。バ ーモン

ト州， ウ ィンザ ー郡の シャロンのス ミス家 に男 の子が生まれ

ま した。母親は新 しく生 まれた子供 を しっか りと抱 き しめて

他 の三人 の子供達，つま り，七才 のアル ビン，五才のハイ ラ

ム， それ にまだた った二才 のソフ ロニアに，赤ん坊はお父 さ

んの名前を とってジ ョセ ブと名付 け られ ると語 りま した。 こ

の時，母親は ジョセ ブが この地上で の生涯の間に為すであろ

う偉 大な働 きについては何 も気がつ きませんで した。 ス ミス

ー家が シャロンに住 んでいる間 はジ ョセフの父は 農 場 を 借

り，夏 の間はそれを耕 しま した。ス ミスー 家はバーモン トと

ニューハンプシャーの郡境 にある町々を幾 度 とな く移 り住 み

ま した。 ジョセ ブがまたほんの子供 の時分，一家 はシャ ロン

か らタンブ リッジへ，次 いで ロイ アル トンへ， それか らニュ

ーハ ンプシャーの レバ ノンへ移 りま した
。

不幸 の訪 れ

ジ ョセ フが生 まれ てか ら，一家が レバ ノンへ移 り住むまで

の間にス ミス家 では更 に三人 の子供 に恵まれま した。 サ ムエ

ル，エ フライム （この子 はた った１０日間 しか生 きて いません

で した） それ にウィ リアムの三人 です。

一家が レバ ノンへ移 った時
，彼 らの前途 は非常 に明 るい も

ので した。 ジョセ フの母 は この時 のことを次 のように語 って

います。

「私達 は この町 に落 ち着 くことに しま した
。明 るい前途は

今 までの私達 の努力 の結果で あるとい う，喜 び と満足 の気持

．を味 わいま した。私達 は もっと豊かな生 活がで きるよ うに今

までに倍 して勤勉 に働 きま した。」

レバ ノンへ移 って間 もな くの ことで した。 ジ ョセブの妹 の

キャセ リンが生まれま した。 ス ミス家 の子供達 は学令 に達 し

てお りま した。・ハイ ラムはハ ノバーのアカデ ミーへ行 って
、お

りま した。他 の学令 の子供達 は普通 の学校へ通い ま した。学

校では，読 み方，書 き方， それに簡単 な算術 を勉 強 し ま し

た。 ス ミス家 の人 々は信仰深 い家族で した。 夜にはかわ るが

わ る聖書 を読 みま した。

全 く突然 にこの一家 を再び不幸が襲つたのです。今度 の不

幸 はチ フスとい う非常 に伝染力の強 い病 気の形 でやって．きた

のです。真先 にソフロニアがチ フスにかか り，次 いで ハイ ラ

ムが学校でかか り，次 にアル ビン， それか ら次 々と他 の子供

達が この恐 しい病魔 の犠牲 にな りま した。病魔 の手か ら逃 れ

たのは両親 だ けで した。

９３ ・



主は私を助けて下さる

チフスにかかった時ジョセブは八才でした。回復の兆は見

えてきましたが。ジョセフは激 しい肩の痛みを訴え始めまし

た。医者はこの痛みはねんざによると考えましたけれども，

ジ ョセブはそのような覚えは全 くないと言い張りました。医

者は塗薬で治療 しましたが効果はありませんでした。数週間

後 もなおジョセフの肩はいて もたってもいられないほど痛み

ました。痛みは背中に拡が り次いで脚にも及びました。脚は

腫れはじめ非常な苦 しみようでした。二，三週間後に医者が

来て二回にわたって脚を切開しました。 この処置は痛みを和

らげましたが切開部が治るとまた脚は腫れはじめ余 りにもそ

れがひどいので数人の外科医が呼ばれました。話 し合いの結

果，１医者達は今となっては脚を切断することだけがジョセブ

の命を救う唯一の方法であるとの結論に達 しました。母親は

とても胸をいため，医者に脚を切断 しないで，冒された骨だ

けを切除することによってジョセブの命を救えないだろうか

と尋ねました。彼 らはそうすることに決 めま した。

この当時は今と違って麻酔薬は用 いられませんでした。そ

れで医者は手術を始める前にジョセフをベ ットに縛 りつけよ

うとしました。けれどもジョセフは勇敢な若者でしたので縛

り付けられるのを拒否 したばかりか，医者が痛みを和 らげる

からと勧めるブランディーやブ ドウ酒を飲むことさえも拒ん

だのです。ジョセブは言いました 「僕は一滴の酒 も飲まない

し，ベットに縛 りつけられるのも嫌です。その代 りお父さん

にベットの傍に座 って もらい，しっかりと僕を抱きかかえて

いて欲 しいのです。そうすれば骨を切 り取るのに必要なこと

なら何で もします。」ジョセブは母親が 苦 しむのを見るのが

辛いので，部屋の外へ出て行って くれるようにと頼 み ま し

た。 「お母 さん， どうか約束 して下さい。部屋にいないと，

主は僕を助けて下 さいます。僕は我慢 します。」

ジ ョセブはこの困難な手術を受けてか ら徐々に回復 してい

きました。両親は息子の健気さに感嘆 しました。’ジョセフは，

療養期間中叔父のジェス ・スミスとマサチューセ ッツ州のサ

レムに行 っておりました。両親が海の爽やかな風が息子のた

めによいだろうと考えたか らです。事実，彼の体は回復 し脚

は段々丈夫になってきました。 レバノンへ戻って来た時には

軽いびっこをひいているだけで した。

パルマイラへ

子供達全員がすっか り回復してから，家族はコネティカッ

ト河を渡ってバーモン ト州のノーウィッチへ移住 しました。

ここでマ ドック氏の所有する農場を借 りましたα二年間とい

うものは，不作が続きました。三年目にはひどい霜がまた作

物を駄目にしてしまいました。 この時ス ミスは農業に適 した

土地を求めてニューヨーク州へ行 こうと決心 しました。 もし

良い土地が見つかれば妻 と八人の子供を呼び寄せることにし

ました。 （ドン ・カーロスという子供がかれこれする内に生

まれておりま した）

後に残った母親 と子供達はパルマイラへ幌馬車で行けるよ
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うに準備に精を出さなければなりませんでした。ジョセフの

母は言っております。 「来ても良いという知らせが何時あっ

て も直 ぐに出発出来るようにと，私とそれにもう働ける年頃

の子供達は一生懸命に働きました。」

ほどなくしてジョセブの父はみんなが来るようにという手

紙をよこしました。

樺の木のほうきとショウが入りパン

ニューヨーク州へ移住 した時，ジョセブ ・スミスは十才で

した。最初の二年間は，スミス家では人 口２，１８７人のパルマ

イラという町で家を借 りて住んでいました。農場の借料を工

面するため家族はそれぞれ働きに出ました。 アル ビンは大工

の見習いとしての仕事を見つけ，開拓者達の家を建てる人達

と働 きました。ジョセフの父は非常に器用な人でしたので割

木で椅子を作ったり，かごを作 ったり，樺の木でほうきを作

ったりし：ました。また，井戸や溜池を掘 ったり，暖炉や石壁．

を築いたりしました。その他に刈 り入れ時には手伝いに出か

けたりしました。時には手伝わせるためにハイラムとジョセ

ブを連れていくようなこともありました。一方，ジョセブの

母は料理が上手な人でしたので，ケーキと飲物の店を始めま

した。店は繁 昌しま した。特に土曜日とか休日には沢 山のお

客が集まりました。近所の子供達にとってはジョセブの母の

作るショウガ入りパンは非常な楽 しみで した。ソフロニアは

何時も自分から進んで店の手伝いをしました。店では食物の

他に油布で作 った防水具や，ジョセブの母の手作 りの椅子 カ

バーを売 りました。

学令の子供達はパルマイラの小さな丸太作 りの学校へ通い

ました。ジョセブの学校時代のことについてはほとんど書き

誌 されていませんが，パルマイ ラの学校時代には少 くとも三

冊の教科書を使用 したということが明らかにされています。



「初歩 の算術
」 これ には彼の 自筆 と１８１８年 １月３１日とい う日

付が誌 されてい ます。「英語読本」，それに宗教的 な読み物 の

三冊 です。

何時 も疑 問を持 ってい る少年

ジ ョセ ブの１４回目の誕生 日を祝 ってか らほ どな くして，色

々な宗派 （バ プテス ト， メソジス ト，長老派）の宣教師 が改

宗者を求 めてパルマイ ラの近隣へや って来ま した。 ス ミス家

の人達 や近所 の人達 は宣教師 の開 く集会へ出か けま した。集

会は時にはマ ンチエス ターの学校で時 にはパル マイラで開か

れま した。 ス ミス家 の入達 はこれまでず っと信仰深 く，何時

も聖書を読む家族 で した。 けれ ども教会 には加入 して いませ

んで した。結局，母親 のルー シイと子供達 の中 ソフ ロニア，

ハ イ ラム，サ ムエルが長老 派の教会へ加入す ることにな りま

した。 ジ ョセフは，何時 も疑問を持 ち何 時 も真実 を求 めて い

る少年で したが，いずれの教会 に加 入す べ きか分 りませ んで

した。父 とアルビ ンはメソジス ト教会へ加入 しま した。 と言

うのは，二人 はメソジス ト教会 の宣 教師 リバ レン ド ・レー ン

の説教 に非常 に興味を ひかれたか らです。 ジ ョセ ブは この人

の説教 を聴 いてみ ま した。 この時の話の中で彼 が聖書 の中 か

ら読 んだある聖句が ジ ョセブに強い印象を与 えま した。 それ

で家へ帰 ってか らリバ レン ド ・レーンが引用 した聖 句を読 み

ま した。

「あなた方 の内，知恵 に不足 して いる者が あれば，その人

は， とがめ もせず に惜 しみ な くすべての人に与え る神に願 い

求め るがよい。 そ うす れば与 え られ るで あろう」 （ヤコブ

１ ：５）

この聖 句は ジ ョセ ブに深 い感銘 を与 えま した。 ジ ョ セ ブ

は， どの教会が正 しいのかを決定す るのに知恵を必要 と して

い ることをよ く知 つてお りま した。 ジ ョセフは神 に尋 ねよ う
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と決 心 しま した。

ジ ョセブが祈 りを捧 げ るために森へ入 って行 ったの は１８２０

年 の春の美 しい朝 で した。 これまでは天父 なる神 に対 して声

に出 して お祈 りを した ことはただの一度 もあ りま せ ん で し

た６ ジ ョセブはひ ざまついてお祈 りを始 めま した。 その時，

何か強大 な力 で体が捕 えられ たような感 じが し， しか もその

力が余 りに も強い ので お祈 りの言葉 を言 うの さえ難 しいほ ど

で した。暗黒 がジ ョセフの周囲を包み，彼は もはや滅亡 す る

ばか りだと感 じま した。 このよ うな事を感 じたちょ うどその

時，ジ ョセ フは 自分の頭 の上 の方 に光 の柱を見ま した。その

光の柱 は太陽よ りも輝 いて見えま した。 この輝 く光 はだんだ

ん降 って きてジ ョセ ブの真上 にや ってきま した。 この時， ジ

ョセブは光輝 くこの世の人 とは思われない高貴 な二人 の御方

が彼 の上方 の空中に立 ってい るのを見ま した。 その内の一人

の御方が他方の御方を指 さ して言われま した。 「これはわが

愛子 な り，彼 に聞 け」 （ジ ョセブ ・ス ミス ２ ：１７）

そこでジ ョセブは尋ねま した。 「一体 今あ る宗 派の内いず

れ の宗派が正 しいのですか。また私 は どの教会 に加入 すべ き

なのですか 。」

僕 は自分で真実を知 りました

答 はいず れの宗派 も正 しくない，またいずれの教会 に も加

入すべ きでないとい うことで した。 ジ ョセブが我れに帰 って

み ると，彼 は地面 に仰向 けにな り天を見上 げた格好で横たわ

っていま した。少 し元気 が回復 してか らジ ョセブは家へ帰 り

ま した。

ジ ョセブが家へ帰 り着 くと，母親 は息子 の様子を見て非常

に驚 きま した。 ジ ョセ ブの顔色 は蒼 白で。 しか し目だけは生

気 に満 ち満 ちていま した。 なぜジ ョセ ブがいつ もとそん なに

違 った素振 りをす るのか と母親 が尋 ね ると， ジ ョセ フは言 い

ま した。 「僕 は自分では っきりと長老 派の教 えは真 実でない

とい うことを知 りま した 。」

そのことのあった日か ら，家族 の人達 は，若 いジ ョセ ブが

本 当に天父 と御子 に会 ったとい うこと，また この御二方 がジ

ョセブに今 ある教会 はどれ も真実でない とお告 げになったと

い うことを信 じま した。

弟 の ウィ リアムが成人 になってか らの ことで したが， ある

人 がウィ リアムに今 まで にジ ョセ ブの証詞 を疑 った ことがあ

ったか どうかとききま した。ウィ リアムは答 えま した。「いい

え，私達 は何時 もジ ョセブの言 った ことには絶対的 な信頼 を

おいていま した。彼 は正直 な少年で した。 父 も母 もジ ョセフ

を信 じていま した。 ま してや私達子供 が どう して信 じられな

い とい うことが あ り得ま しょうか。 も しジ ョセ ブがそれまで

に作 り話 な どを したことが あったのな ら，私達 はき っと金版

についての彼 の話を疑 ったか も知 れません。 で も彼 は正直 な

少年 だ ったのです 。父 と母 がジ ョセブの話 を信 じて，その信念

のために迫害 を受 けたという事実 は， ジ ョセ ブが正直 な少年

で あるとい うことを何 よ りもよ く物語 って います。私達 はか

た時 と言 え どもジ ョセブの言葉を疑 ったことは ありません。」

９５
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キ リス ト降誕 のおよそ ８００年前，予言者 ヨエルは さま ざまなチ ャレンジを伴 う我 々の時

代 を予見 した。 ヨエルはそれが 「悪 の大 きい」時代で あることを知 った。彼 は民 の状態 を

こう記 した。 「群衆 また群衆 は， さばき （決心）の谷にお る。主 の 日がさばき （決心） の

谷に近 いか らであ る」 （ヨエル ３ ＝１４）

ヨエルの予言 は確 かに成就 しつつ ある。 なぜな ら，我 々は 「決心 の谷」 にいるか らで あ

る。現代 のチ ャレンジは， 「世の道」 と 「主の道」 の間を フラフラと流 されることな く，

確 固 としてい ることを求 める。主 は， 自らを一貫 して主 につ き従 う人 々を必要 としてお ら

れ る。主 に従 うには， 自 らのすべて と勇気が要 求 され る。 実に主 は言 われ た。 「わ た しの

味 方でない者 は， わた しに反対す る もので あり，」 （マ タイ１２：３０） カイン，ユ ダ， レーマ

ンらを考 え る時， この言葉 の真実 なことがわか る。彼 らはみな主 の道 をよ く知 っていた。

しか しそれぞれ に 「決心 の谷」に立 った時，彼 らは主 につき従 って行 くことがで きなか っ

た。

一方
，正義 を行 なうことは偉 大 さと表裏一体 をなす。最初 にすべてを捧 げて正 しい こと

を行 なおうと決心せずに，満 足 と成功 を得 られ る人 はいない。

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会 において，主 は我 々に，常 に変わ らず福音の真理 によ っ

て生 きることを求あてお られ る。真 の意味 で， パー トタイムの聖徒 で あることは正 に不可

能で ある。 教会の若人 たち， みな さんは自分 の働 きを ごまか した り両親 を軽 ん じてはな ら

ない。 タバ コや酒 を飲 んだ り不道徳 に走 った り，不正直 とい うよ うな悪 いと知 っているこ

とを行 ないなが ら，教会 の責任 を誇 りと尊厳を もって遂行す ることはできない。 それ は偽 ．

善で ある。

聖典 を読 むと，主 が， 自 らの信 じるところに全てを もって従 う人 々をお選 びにな り，彼

らを喜 ばれた ことが わか る。 その最 も顕 著な例は，主 が タルソのサウ ロを召 さ燕 たことの

中に見出せ．る。

サウ ロは信念 によって動 く人 であ った。何 かが正 しいと信 じると，すべてを捧 げて信念

に生 きた。異端 と信 じた ク リスチ ャンを迫害 している時 も，サ ウロは自分の正 しい と思 う

ことに何 の疑い も抱かなか った。 その非 常な熱心 さは，使徒行伝の著者が このよ うに強 い

調子で述べ るほ どであ った。 「さてサウロは， なお も主の弟子た ちに対 す る脅迫，殺害 の

息 をはず ませ なが ら……，」 （使徒 ９ 二１）

サ ウロが悪 い ことに身 を捧 げていたにもかかわ らず， もしサ ウロが真 実な ことに献身す

るならばそれ と同 じよ うに熱心 になるだ ろ うということを主は知 ってお られた。 サウ ロが

ク リス チャンを追 ってダマス コへ行 く途 中， 主 の御声が聞 こえた 「『サ ウロ， サウ ロ， な



ぜわた しを迫害す るのか』 と呼びか ける声を聞いた。 そ こで彼 は 『主 よ， あなたはどなた

ですか」 と尋 ねた。す ると答 えが あった。 『わた しは， あなたが迫害 して いるイエスであ

る。 あなたはとげを けることはで きない』サ ウロはため らわず尋 ねた。 『主 よ，私に何を

お望 みですか』」 （使徒 ９ ：４～ ６英 文） サ ウロはす ぐさま決心 した。残 りの全生涯 がその

ことの証詞で ある。

福音 に対す る献 身はサ ウロを偉大 な宣教師 に した。テモテに書 いた次 の言葉 は，彼 の非常

な献身 を表わ してい る。「というのは，神 がわ た したちに下 さったのは，臆す る霊ではな く，

力 と愛 と慎 しみ との霊 なのである。 だか ら， あなたは，わた したちの主 のあか しをす るこ

とや，わ孝 しが主の囚人であ ることを決 して恥ずか しく思 って はならない。む しろ，神 の力

に ささえ られて，福音のために，わ たしと苦 しみを共に してほ しい」 （皿テモテ １ ：７～ ８）

今 日の世は， 「臆す る霊 ではな く，力 と愛 と慎 しみ との霊」 を もって真理 に自 らを捧 げ

る人 ４を捜 している。

主 がサウ ロを召 され たことは， 自らを捧 げて， 自分 の行 なった決心 に忠実で ある男女 を

主 がいか に望 んで お りたもうかを示 してい る。す べてを捧 げて従 うのが必要 なことは黙示

録 に も言 われてい る。 「わた しはあなたのわ ざを知 っている。 あなたは冷た くもな く，熱

くもない。む しろ，冷たいか熱 いかであ って ほ しい。 ………あなたを 口か ら吐 き出そ う」。

（黙示 ３ ：１５，１６）

人 はどのように して，生 きた福音 にすべて を捧 げ られ るで あろう。教 会の教え ることを

知 ってい るだ けで充 分であろ うか。教会 が真 だと信 じることは，ゆ るぎない献身 の基 であ

ろうか。 あるいは他 に もっと必要 な ものが あるのだろ うか。

主 の使徒 であ った シモ ン ・ペテ ロの働 きの中 に，それ らの質 問の答 えを教 え られる。 ペ

デロは主 を身近 に知 っていた。三年 間主 のみ そばに接 していた。ペテ ロは真 の主人 とは誰

れかを知 って，自 らの信仰 を公 に表わ した 。しか しペテ ロはささいなことで主を否んだ。主

が十字 架 にか けられた後， ペテ ロは我 を忘れ， ろうばい して，「わ た しは漁 に行 くのだ」 と

言 った。 （ヨハ ネ ２１：３）

それはペテ ロが聖霊 の証詞 を得 るまで のことで あって， それ以後 は，主 の御業 に全て を

捧 げよ うと決心 し，統治者 の家，町 なか，牢獄 な どあ らゆ るところで勇気 を もって イエス

・キ リス トの ことを宣べ伝 えた
。全身全霊を こめた彼 の働 きはペンテコステの時 と， それ

以後 の業 に明 らか である。

我 々に とって も同 じことで ある。我 々は，福音 の神聖 さにつ いて聖霊 の証詞を得て，そ

の後意識 してイエス ・キ リス トの福音の原 則に生 きることを決心 しな くて はならない。後

者 が大切 であ る。献身 は， 自動的にそれだけが急 に現 われ るよ うな もので はない。意識 し

て努力す ることによってのみ， 全身 全霊 を主 に向け ることができる。サ ウロのように我々

も問わねばな らない。 「主 よ，私 に何をお望 みです か」 そ して その後，主の御意を実践 し

な くてはな らない。

正 しい ことを行 なう， と人 々の前 で宣言 した若人 の実際 の行動は， 信 じてい ることへ の

献身 をそのままあ らわす。

福音 に自 らすべてを捧げ ることは，必ず しも簡単 なことでは ない。 しか しあなた も私 も

そ うす る ことな くしては， 神の王 国で大 いなる者 とはなれ ない。 今 「決心 の谷」 に立 って

いる我 々は， ヨシュアのよ うに断固 としてこ う言わね ばな らない。 「……ただ し， わた し

とわ た しの家 とは 共に主 に仕 えます」 （ヨシュア ２４：１５）

１ン ．
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キムが美術館のクリスマスルームを訪れた日に，彼がキム

であると思った人はいなかったでしょう。髪をとかし，きれ

いな洋服を着てもこの日だけは不平を言わない日でした。 自

然と耳の後を洗い爪の間もきれいにしたのです。 そ の キ ム

が，やさしい音楽の流れる平安の満ちた美 しい部屋に入って

行った時，彼に気がついた人はいなかったでしょう。キムの

目はいつ も輝いていましたが， クリスマスルームを訪れた今

日，その目には新 しい輝きがありました。小川がさらさらと

石をこえて流れるようないつ もの輝きと違って，陽の聖 らか

な光で霜をおいた冷たく深い山の池の輝 きに似ていました。
の

のえ ロ

その部屋に飾 られた一つ一つの絵を見ると，』深い愛の気持が

わいてきました。

この部屋は毎年 クリスマスの季節にだけ公開されるのでし

た。中の絵はよく描かれているだけでなく，みな最高の もの

で した。単に絵のテクニックが素晴 らしいというごとでなく

見て美しい上に心を感動 させる絵でした。それを見る人はな

んと素晴らしい絵だろう／ 描いた人が目に見えるようだ」

と，一歩しりぞいてながあるかわ りに， もっと近づいてこう

つぶや くのでした。 「キリス トがお生まれになった初めての

クリスマスの時に，そこにいたかったなあ，イエス様にお会

いできたらよかったのに。」多くの絵が飾 ってありましたが，

数点が特に選ばれて，毎年一つ新 しい作品がこのクリスマス

ルームにかけられるのがいつものことでした。

キムは部屋の中央の椅子に静かに座 って，一つ一つの絵が

何を言わんとしているかを心をこめて見てゆきました。ゆっ

くりと心静かに。朝のうちは見学者が少ないのでこの時間を

選んだのです。この日は もう一人見学者がいました。キムは

みなれた古い絵を先に見て新 しい一枚の絵は最後に残 してお

きました。それぞれの絵か ら感銘を受けたのですが，特に最

後の絵は彼を釘づけにしました。その絵はなぜ他の絵 と違 っ

ていたのでしょうか。キムは前にその絵を見たことがあるよ

うな気がしました。けれ どもそんなはずはありません。新 し

い作品なのです。他のところで見たはず もありません。彼は

近づいてよく見ました。それは馬小屋で動物がそばにいる聖

家族の絵で，とりたてて変わったものではありませ ん で し

た。赤児のキリス トのそばに羊飼いが膝まずいたり，立った

りしていま した。空には新 しい星が輝き，ゆりかごと中に眠

る幼な児を照らしていました。入口のそばにいる小さな羊飼

いはまだとて も若いようでした。彼はやわらか く真白な羊を

抱きしめて顔を羊の毛にうずあていました。小さな羊飼いの

目は驚きと愛に満ちていました。 こう言 っているように見え

たのです。 「この方が成長して世の救い主，我々の王となる

赤ちゃんなんだ。」

その羊飼いの少年には何かひきつける所があって，キムは

近 くへよりました。彼は小さな羊飼いの心を読み と る よ う

に，その目をじっとみつめました。その少年の目には何があ

ったのでしょう？ キムが羊をなでるくらいに近よった時，

誰れかの手がキムの肘をおさえました。彼はギクッとして，
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あれを見てみましょうよ」と息をついて 「今 れに気がつかなかったんだろうと不思議でし

までに，あんなに美 しい物を見た事があって た。本当にそれは部屋の中で一番目立つ物で

？」と言いました。お姉さんが，暖炉の方を見 した。 「アルブライ ト氏はきっとちょうちょ

つめているので，弟のパ ットは，暖炉の上に が好きだったんですね，ちょうちょの絵さえ

のっている帆船の模型の事を言っているのだ 集めていたんですからね」とダニーが言いま
タ

ろうと思って 「ヤー，確かにすごいや，僕も した。 「きれいですね」 とベントン氏も云い

あんなのが欲しいなあ」と言いました。 「私 ました」しかし，マックス，いや，アルブラ

の言 っているのはあれよ」とパムが叫びまし イ ト氏はあの絵を買ったんじゃなくて，自分

た。彼女は，暖炉の上にかかっている，金の で画いたんですよ，不思議な事ですよ。もし

額に入っている一枚の絵をさしました。それ 彼が本気になってやったら，本当に天才的な

は羽を広げている豪華な青いちょ う ち ょの 芸術家になれたで しょうね。 しかしごぞん じ

絵でした。ダニーは自分がどうして，前にそ のように，あれが彼が画いたたった一つの絵

なんですよ」 「彼はきっと，絵を書いたり，

ちょうちょや，あんながらくたを集めたりし

て，きっと変 りものだったんですね」とパ ッ

トが 言いました。 「あんなに， す て きな絵

はないわ」 とパムがため息を つ き ま した。

「ねえ， あれもすてきだけど， 僕 らは まだ

仕事があるんだよ。 まだ，誰がモル フ ォか

クリスマス，イヴが くるまえに しらべなければ」とパ ットがあわてて言いま

した。彼はベン トン氏の方を心配そうに見て

このてんをむすんで，できたえに，いろを 「本当に，モルフォ氏について何も聞いてい

ぬ りましょう。 ませんか ？」とききました。ベン トン氏は首
’をふ
って 「私はどうも，お手伝いが出来ませ

● ● ● ● ● ● ●

んで，マックスが刑務所へ行 く前の事なら良

く知っているんですが。 もちろん，私は彼が

正直な男だ ったとは思いませんで したし，モ
らさ み ア

鴨 μ ・／ 歪６ ル フ ォ なん て 名 前 も聞 い た事 が な い で す よ 」
の　 ココロタま ル ら

で１，どづ 脳 妻茸蹴 蕩讐 １；、隼縦 弊
恥 １’ 亀＋ お ぶ つ ぶ つ言 い ま した 。 「誰 も この ， お い ぼ れ
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ォの 正 体 と， 行 くえ は ，本
１； 億

当 に大 きな 謎 で した。
●
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ク リス マス の お と もだ ち

これ は ， オ ラ ンダ の お は な しで す 。 こ お り

の は っ た うん が を ス ケ ー トで ，手 を つ な い

で ， わ ったて 行 き なが ら， カ トリー ナ と ヒル

ダ は，うれ しそ う に，に っ こ りと笑 い ま した 。

カ ト リー ナは か た ほ うの手 に ，明 か るい 赤

の 毛 糸 で 出来 て い る手 ぶ くろ を も って い ま し

た 。 それ は， カ トリー ナが 学 校 が おわ らて か

ら， ヒル ダの 家 で ， あ み 終 わ った ば か りの も

の で す 。 ヒル ダ も， い っ し ょに あん だ ば か り

の ， か わ い い赤 の ぼ う しを 持 って い ま した 。

「あ した ， この 手 ぶ くろを も ら った ら， ジ ュ

ミ ル ド レ ッ ド ・ グ レ ニ ャ ー

リア ン ナは よ ろ こんで くれ るか しら ？」 と カ

トリー ナは き き ま した。 「も ち ろん よ ， だ け

ど， ジ ュ リア ンナ は こ の赤 い帽 子 の組 み 合 せ

を 気 にい る か し ら ？ね え， カ トリー ナ ， あ し

た 学 校 で ， お く り物 を こ うか ん す る の が と っ

て も待 ち ど う しい わ。 ジュ リア ンナ は私 た ち

を と くべ つ な お友 だ ち に， え らん で くれ る で

し ょ うね 。」 あす は１２月 ５日で した。 そ の 日

は ， オ ラ ンダで は，だ れ もが ，サ ンタ ・ク ロー

ス の た ん じ ょう び をい わ うの で す 。学 校 の じ

ゅ ぎ ょ うが終 わ る と，生 徒 た ちは ，プ レゼ ン ト

（２５ ）
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を こ うか ん しあ い．， そ れ か ら， 楽 しい夜 の た １ 「．お母 さん は ， そ の 日 ， しみ→ う な い よ う

め に急 い で 家 に 帰 り ます 。 夕 食 が す む と大 き ’に ，．ゆか を み が い た ので ，．へ や ．じ ゅ う， せ っ

な 白 い 馬 に の って 来 る と い うサ ン タ ・ク ロー けん と水 の い い に お いで い っぱ い で した 。 テ

ス の 来 る用 意 を し ます 。．サ ンタ ・ク ロー スに 一 ブ ル の上 に え い よ うの あ る こ い 豆 の ス 漏 プ

は ， ち ゅ う じつ な お と も の ブ ラ ッ ク ・ピー タ の は い って い るお わ ん を お き な が ら， カ トぷ　

一がついています。サンタ・クロースはよい リーナのお母 さんの，バ ラ色のかおはにっこ

こどもたちにはプレゼントをおいて行って く りとほほえみました。うす く切 ったチーズや

れるけど，いたずらで，言 うことを聞かない パ ンやケーキもありました。おなかのすいた

子たちはブラック ・ピーターにむちでうたれ 女の子たちには，どんなにかおいしかったこ

るのです。その ２人の女の子たちが，スケー とで しょう。 ２人はお皿を洗ってふきピカピ

トをしながら，うんがのまがりかどに来たと 力光るガラスの戸のついているきれいな戸だ

きに，うんがのそばの小さな家に，だれかが なへしまう手伝いをしま した。それから２人

入 って行 くのが見えました。 噛 は，カ トリーナのお母さんに，手ぶくろとぼ

そして，小さなあかりが，われ目のあるま うしを見せました。 「とてもかわいらしいこ

どから光 っているのが見えました。ひびの入 と」お母さんは言いました。 「じょうずにあ

ったえんとつからは，かすかにけむりが，う めるようになったわね。だれにあげるつもり

ずまいてのぼっていました。 「だれが入って なの ？」 「ジュリアンナよ。 ヒルダもこのぽ

いったのかしら？」とカ トリーナがききまし うしをジ ュ リア ンナにあげるの。 ジュリア

た。ちょうどその時，カ トリーナや，ヒルダ ンナが私たちのとくべつなお友だちになって

と同じくらいの年の女の子が，その小さな家 くれたらすてきだわ」とカ トリーナはいいま

の角口に出て来ました。女の子の着ている青 した。 「どうして，ジュリアンナに２つもプ

い うわぎは，ちょっとみ じかすぎるようでし レゼン トをあげるの ？」とカ トリーナのお母

た。そして，ぼうしをかぶっていないので， さんはききました。 「だって，ジュ リアンナ

黄色いふわふわしたかみの毛が風 にふ か れ は学校中で一ばんかわいい子ですもの。みん

て，かおにかかっていました。その子は，ヵ な，とくべつなお友だちになりたがっている

トリーナとヒルダを見ると， くるりど後を向 わ。ジュリアンナはね，うんがの上の方の大

いて家の後へ走 って行 きました。カ トリーナ きな家に住んでいるのよ。お父さんはたくさ

は，悲 しそうに，頭をふって 「あんな小さな んの風車をもっているし，黒や，白の牛もた

家にすむのはいやだわ，でもあの子はだれか くさんかっているのよ。それにジュ リアンナ

しら？」 といいました。 そうして いる うち は，沢山すてきな洋服をもっているわ。」と

に，二人は，カ トリーナの家へつきました。 ヒルダが答えました。カ トリーナのお母さん ．

そ こには大きなまどと，新 しい赤いやね，白 はいいました 「だけど，ジュリアンナは，あ

いかきねにか こまれたきれいな庭がありまし なたたちのおくり物がひつようかしら？ 私

た。 ２人はへやにっ うじている。 ピンクのれ は，だれかほかの，あまり物をもっていない

んが道をとおって，家を．よごさないように， 人に，お くり物をした方がよいと思 うわ。」

げんかんで，スケー トぐつをぬぎました。カ ねる時になって， カ トリーナのお母さんは

トリーナのお父さんのカール ・バ ン・グレッ かべについているひき戸をあけました。戸の

クはだんうにまきをいれながら 「ちょうど斎 後ろには，たなのように見える２つのベッド

まにあったね」といいました。カ トリーナの がありました。２人の女の子た ち が ね ると

（２６ ）

ルフォに関する事をみつけ出そう」とパ ット てよ，前に一度その名前を聞いた事がある様

が云いました。 ３人は調査を進めるために， な気がする。ところでそのモルフォという人

３人だけで家に入 りたいと思いました。彼ら ．がこの事件とどういう関係があるんですか ？

が家の中に入るか入 らないうちに，ベン トン 「私達は，彼がアルブライ ト氏のひみつのき

氏 も入 つて来ました。彼は部屋から部屋と３ ようはんしゃだと思うんです」とパムがあい

人について来ました。彼のために， ３人はい．つちをうちなが ら言いました。 「ほんとうで

らいらして来ました。そして彼が自分の家に すか ？」ベントン氏はほとんど言葉をつまら

帰るように願 うのでした６ 「ここには，何を せて，．口をすぼめ，考えこみました。 「私達

かけていたんだろう？」とパ ットがすばや く はこの家で，彼について何か見つかると思っ

耳 うちをしました。ダニーは有をす くめて ているんです」とパ ットが言いたしました。

「彼は，僕達が何も盗まないかどうか確かめ 再び，ベントン氏は首をふり 「私は見つから

たいんだよ」 「きっと，私達が本当に忙：しく ないと思いますよ」警察がマックスのあの不

て，彼を無視すれば彼きっと帰るわよ」とパ 幸な事件の時に，ここにやうて来て，かなり

ムが提案をしました。 しかし効果はありませ 捜査をして行きましたか らね」子供達は，家

んで した。自動車屋はあいかわらず，何も言 の中に入った時からづ っと仕事を続けていた

わずにかんししながら，うろうろし続けてい ので，最後の部屋の方へやって来ました。．そ

ました。ついに彼は 「君達は何も見つからな の部屋も窓をそうじする必要がありました。

いと思いますよ」と言いました。パ ヅトは彼 「マックスの書斎です」戸びらを あ け な が

をみつめました。 「手がかりですよ。私のい ら。ベントン氏は言いました 「ここは，彼の

うのは」 とベントン戎は言いました 「君 達 お気にいりの部屋だったんですよ」書斎は，

は，博物館の盗難事件を解決 しようとしてい とても大きく，正方形で，豪華に飾りつけて

るんだろう？」パ ットは，びっくりして物が ありました。入口から，のぞきこみながら，

言えず，ただうなつ∫だけで した。同じよう ３人は右の方に暖炉がみえました。暖炉の上

に驚ろいて，ダニーは 「ベントンさん，何ん には飾り時計が置いてあって，その両側に磁

で私達がこの事件を調べているのがわかった 器の花びんが並んでいました。暖炉の片方の

のですか ？」と聞きました。 「誰かは私に知 はしには飾 り用の帆船の模型がのっていて，

らせて くれるものですよ」と答えました。な もう一方には，古い英国のつので出来た酒入

ぜですか ？ ひみつにしようという事だった れがありました。部屋のほぼ中央に，大きな

んですか ？」ダニーは，ゆっくり首をふって マホガニー製の机がありました。大きな・い

「いいえ，ベン トンさんそういう事ではない かにも楽そうな皮ばりの一組の椅 子 や，．足

と思います。あなたは，アルブライ ト氏をご 台，小さなテーブルやランプ・びようぶ・と

ぞんじですね。」とダニーが言いました。べ いったような物がありました。ほとんど全部

ン トンはうなついて ．「もちろんですよ。私達 の壁という壁は，きれいに製本された何百冊

は隣り同志でしたからね」と言いました。彼 という本の並んでいる本棚でおおわれていま

は，今までに，モルフォという様な名前の人 した。小さな片すみに，背の高い金属製のフ

について話した事がありましたか ？」とダニ 「アイル用のキャビネットが置いて あ り ま し

一は次の質問をしました。 自動車商は首を振 た。 「しかし，パムには，その部屋全部の申

って 「私．には言わなかったなあ，モルフォな で，手がかりになる物は一つしかなく，他は

んて。ずい分変わった名前ですね。いや，ま とるに足らぬ物のように思えました。「ねえゴ

（３１ ）
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車で行・たんだが洞 じ事を思・たよ・とお ．を肺 ていました・郵 て・そ舶 韓 力・ダ

父さんは答えまし．た。 「月曜日．に，あの家を メ．になら１たり，修理の点検に出したりす．る必

管理する人を行かせようと思 っているんだ」 ’要がある時にな．ると彼の修理屋に皆，自転車

「私達なら，今日出来るわよ」とパムがてい を出しました。 アルブライ ト氏の家は街のは

あんしました。 「私達は仕事をちゃんとする ずれにあって，．中 くらいの規模で，古い英国

わよ・ｏそれにお金も欲 しいところなの」パタ 式に灰色の石で建てられていました。 「あれ
一ソン氏は少 しの間・考えこんでい：ました。 が，．アルブライ ト氏の家だわね，とすると，．
「ところでと，窓はきれいにしなければ…・ となりのあの家がベン トン氏の家にちがいな

それに家具のほこりもはらわなければならな いわねきっと」と灰色の石を指さしながらパ

いなあ」パムは急いで，自分が考えた事はき ムが言いました。一人の男の人が，おもての

っ．とそんじゃないだろうとつけたしま した・ 方に出ていて，しばふに水をまい て い ま し

「余分なお金は要求 しない わ よ」 「よ ろ し た
。若者達が近 くまで，自転車をのりつける

い」とパター ソン氏はしょ．うちしました。し と，自動車商とわかりました」彼はにっこり

かし・私は・君達がまじめに働いているか確 笑 ってあいきっを しました
。 自転車のハン ド

かめに・ふいにあ②家へよるつもりだ」 「お ルにかかって，がんがん音を立てているバケ

父さん，ちゃんと仕事を続ける事 を ちか う

わ」とパムが言いました。 「よろしい。パム

や，私はお前にこの責任を与えることにしよ

う」とパター ソン氏は言 って，少年達の方へ

向きました。 「それから，君達 ２人の男共は

彼女の言った様にするね。 しょうちかい？」

少年達はうなづきました。 パ ットは 「それ

じゃお父さん，僕達に鍵をかして くれ ます

．ッや，パムのバケツに入 っているぞう巾や，

窓のそうじ道具を見ながら，ベン トン氏 は

「あなた達がそうじ班で しょう」
。

パ ターソンさんが ２～３分前に私のところ

に電話をかけて来ましてね」ベン トン氏は再

び，ホースをとり上げて 「もしいる物があっ

たら， 言って下さい」 とつけ加え ました。

「水以外なら全部必要な物を持 っていますの

か ？」 「鍵はいらないよ」という答えが返っ・ で…」とパムが言いました。 「あそこでは，

てきました。 「ベントン氏が隣りに住んでい・全部が止められているんです。暖房 も，電気

て・火事や他の非常時のために鍵 を も って 水道，全部なんです。ですから水はうちの方

いるか らね。彼がきっと君達を家の中に入れ からさし上 げま しょう」とベントン氏は家の

て くれるだろうよ。君達が行 く間に・彼に電 所でうなづ きま した。子供たちは時間をムダ

話を しておくからね」 「ベン トン氏…あの自 にしないで，バケツに水を一杯入れると，窓

動車商のですか ？」とダニーが深 く考えこみ の高い部分をふ くために，き．やた つ を か り

ました。パ ターソン氏はうなついて 「そうだ τ，仕事にとりかか りました。 「まず，外か

よ・：ダ「・一君・いい人だよ。非常に協力的で ら始あましょう」とパムが決めました。 １時

㌍・隣人のよしうで・私の代りにあそこを管 間以上も少々きつい仕事をやりとげると，窓

理する事を申し出てくれてね」ダニーはべン の外の仕事は終わました。 しかし，彼 らの努

トと環を知 っていました。ほとんどの子供達 力にもかかわらず，あまりきれいになったと

は彼を知っていました。ハーヴィー ・ベント は思えませんで した。窓ガラスはまだきたな

ンは自動車販売栄をやっている人で した。 し く見えました。パムはがっかりして，まゆを

かし新品や中古のオー トバイや自転車も売㍗ レかめました 「きたないのは，ほとんどが中

ていました。大ていの子供達が彼から自転車 の方なのね」 「よし，・中へ入ろう，そしてモ

（ ３０ ）

．ころ．でした。づ ヅドに入６てから，２．人はカ ’し，そうすれば道をおしえてあげられるわ」．

ト．リーナのお母さんのいっ．た事について話 し とヒルダがいいました。 「だけどきょうはと

あいました。サンタ・クロースが や っ て来 ても，さむいわ。それに私，かぶるぼ うしが

る．，ク あすのばんお母．さんは，夕食の後で， ないの。きっと，サンタ ・クロースが こんば

床にきれいな白いシーツをひろげておくこと ん，ぽうしをおいていっ．て くれると思 うの」

で しょう。ぼうしをかぶり，白いふちどりを とその小 さな女の子は言いました。．２．人の女

した赤いようふ くをきて，白いあごひげの背 ．の子たち．は，かおを見あわせてから，うれし

の高い男の人と言われているサンタ ・クロー ．そうにわらい， うなづきあいました。 ２人は

スが，どの子がその年の間 よ い子 だったか 、こわれたもんをあけて，にわに入って行きま

をきめると，その白いシーツの上に，おかし した。 「あなたはもうぽうしを持っているわ

や木の実，おいしいケーキの雨をふ らせ ま よ，だゲヒ，私たちがあたらしいのをもって

す。そうしてサンタ・クロ」スは帰ってい くの 来てあげたんですもの，それに，そのぼうし

です。子供たちはねる前に，じぶんたちの く によくにあ うかわいい手ぶ くろももって来た

つをきれいにみがいてだんろの前においてお のよ。きょうはサ．ンタ ・クロースの日だから

きます。そうすると，子供たちがねているう よ」とカトリーナはいいました。小 さな女の

ちに，サンタ ・クロースがもう一ど来て， く 子は，手におくり物をもって，うれしそうに

つにおもちゃや，おくりものを一ぱい入れて わら．うと，青いめがきらきらと光り，ほほに

おくのです。なんてすばらしい夜なんで しょ え くぼができました。 「これほんとうに私の

う／ つぎの朝，ヒルダとカ トリーナは，学 なの ？……ほんとうにどうもあり力杷 う，あ

校に行 くとちゅうで，もう一どあの小さな家 りがとう。女の子はさけびました。カ トリー

の前をとおりました。同じ，色のあせた青い ナはなんてかわいい子だろうと思いました。

うわぎをきた小さな女の子が，またにわに出 その子がかなしそラなかおを して い な い 時

ていました。その子はとてもかなしそうで し は，ジュリアンナとおなじぐらいかわいい女

た。 じぶんを見ている２人の少女をみると， の子なのです。 「みんな，あなたにあげるの

女の子は走り出して，家の中へ，はいろうと よ」とカトリーナは女の子にいい ま した。

しました。 「手ぶ．くろをはめて，ぽうしをかぶって，お

「こんにちわ／ 今日は学校へ行 くの ？」と 母さんに，きょうは私たちと一しょに学校に

カ トリーナは女の子に話 しかけました。いい 行ってもいいかどうかきいてごらんなさい。

え，弟が生まれたばか りなの，だからお母さ おべんとうをたくさんもってきたので，あな

んは，きょう，いっしょについて来て，学校 たのぶんもあるわ」 「あたらしいお友だちが

に行 く道をおしえられないの。」と女の子はこ できたわね。この女の子をよろこばせること

たえました。 ヒルダとカ トリーナは，小さな をたくさんかんがえましょうよ。」 力 トリー

ドァの取 っ手を見ましたが，ほんとうに，そ ナはヒルダにいいました。 「あの子を ｒクリ

こには赤いまりがかか っていました。オラン スマスのお友だち」とよびましょうよ，この

ダでは，家に男の赤ちゃんが生まれる・と， ド ようなお友だちが見つかってよかったわね，

アのとっ手に赤いまりをかけるのです。もし 今までで一ばんたのしいクリスマスになるわ

それが ピンクのまりだったら，生まれた赤ち よ／」

やんは女の子なのです。 「もしお母 さんがい

いといったら，私たちといっしょなら行ける

（２７ ）
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ミュ ー レ イ ・Ｔ ・プ リ ン グル 作

チ ャー ル ズ ・キ ル タ ー絵

これまでのあらすじ

ダニー ・コ リンズは，夏の間ブリクス トシ

博物館でのアルバイ トをみつけました一それ

は，ちょうちょの採集品の荷を解いたり，は

く製の準備をしたりする仕事でした。木曜 日

に仕事を始める前に，彼は，パム ・パタ」 ソ

ンからブリノ ス トン博物館が盗難にあった

ことを聞きました。パ ムと彼女の弟のパ ット

をつれて，ダニーは，警官がた くさんいて，

大 さわぎになっている博物館べ急ぎました。

ちょうちょだけが盗まれていま した。 そ れ

は，アルブライ トの収集品でした。いったい

どんなどろぼ うなので しょうか ？ ダニーと

彼の友達は，この謎を解 く手伝いをすること

に決めました。新聞社で，彼 らは，マックス

ウェル ・アルブライ．トが脱税（だつぜい）で有

罪となり， ５年のきんこに処せられた事を知

う悪い事をしました６これが，彼 らに と っ

て，最初の手がかりで した。

第三章
｝

一つ一つの言葉をて斡ねいに読みながら
，

若い三人のそうさはん縁，死んだマックスウ

ェル ・アルブライ トについての ６つの新聞の

切りぬきを調べていました。記事によると，

彼はた くさんあ不法行為をしていたけれど，

とても立ちまわりが うまいために，所得税を

ごまかそうとして失敗するまでは，法律も彼

を取りしまる事ができませんでした♂彼はそ

の犯罪のために有罪 と決まり， ５年間ろうや

に入れられま した。警察は彼の犯 したた くさ

んの犯罪のかげには，ひみつの共犯者がいた

にちがいないと確信 していました。 しかし，

マックスウェル・アルブライ トは，共犯者がい

た事を認めるのを，いつも拒み続けていまし

た。アルブライ トは，うまく，不正にばく大

な金をもうけました。政府は，まだはらって

いない税金の代りに，そのばく大な財産の大

部分を要求 しました。 しかし，不正な財産を

みつける事はできませんでしたし，ひこくは

それについて話すのもこばみました。子供達

は， ５番目の最後の記事の切りぬきのところ

（２８ ）

へ来ました。それは，約 １年も前のもので、

日付は７月 ８日となっていました。そして見

出しには 「ぜんか者っいらくして死ぬ」と出 ．

ていました。その記事には，アルブライトの

家か ら助けを求あるかぼそい叫び 声 が 聞 え

て，その声をきいて近所の人々が彼の家へ来

た時には，彼が急な階段の下で，ひん死の重

傷を負ってたおれているのが発見 され ま し

た。彼は急いで病院に運ばれましたが，次の

朝，病院で死にました。死ぬ前に，アルブラ

イ トは， 警察に何かを云おうとしま した。

「事故じゃないんだ」彼は苦しそうにつぶや

きました。 「あいつがやったんだ……金だ…

３０万 ドルだ」彼の声は，しだいに弱まり，さ

さやきになっていきました 「モルフォがもっ

ている一 しかし彼は言い始めたことを言い

終えないうちに死にました。新聞．の 記 事 は

「調査は続行中である」という文章で結んで

ありました。ダニーと，パ ット・パムは互い

に顔を見つめあいました。．「モルフォ」彼ら

． は声をそろえて言いました。

「彼がひみつのきょうはんしゃに ち が い な

い」

モルフォとは誰か ？

「そうだ」パ ットは息をついて 「彼がお金

を持 っているんだ，３０万 ドルだ」と続けまし

た。．「アルブライ ト氏はモルフォがお金を持

っているとは言わなかったわ」とパムが反対

意見を出しました。 「彼は言いたいことを言

わないうちに死んだんですもの」「そこだよ，

彼が言おうとしていたのは」弟のパッ トが言 首を横にふりました。

い返 しました。 「ほかに何か ？彼が階段から

落ちたんじゃなかったという点についてはど

うだろうか，彼は自分のあいぼうがやったと

いっていたけど」声をひそめて， ドラマの時

のような話 し方で，パットは続けました 「ア

ルブライト氏は殺 されたんだ。僕はモルフォ

をみつけたいとは思わないよ。悪漢と殺人者

達だもの彼 らが何んでちょうちょと関係ある

ルだい？」「僕が知りたいのはそこなんだよ」

とダニーが最後にはっきり言いました。．「ち

ょうちょとこれと何の関係があるん だ ろ う

？」 「モルフォが知っているのよ，そ して，

私達が彼をみつけ出すのよ」とパムが言いは

りました。しかし図書係 りにきくと，彼女は

ファトルキャビネットをしらべてから，首を

ふりながらもどって来て 「申し訳ないんです

が，うちのファイルにはモルフォに関する資

料は全然ないんですよ」と言いました。 ３人

は考えこみながら新聞社のビルから出て来ま

した。僕は，アルブライトの家にはいれたら

と思 うんだけど」とダニーが言 いま した。

「手がかりになる事がきっとあの家にあるに

違いないよ」 「できると思 うよ」とパ ットが

答えました。 「うちのお父 さんはアルブライ

ト氏の家の鍵を持 っているからね，彼の家も

うちのお父さんの会社の名簿に名前がのって

いるんだから」 「そりゃあ，いい／」とダニ

ーが叫びました。．「君達のお父さんが不動産

業をやっていたのを忘れていたよ，彼が許し

て くれるかなあ ？」 「彼が言うことを私がか

わりに今言えるわよ」とパムがさえぎって，

「絶対にダメだ／ これがお父さんの言 う事

よご私はお父さんを責められないわ」「ねえ？

どっちの味方なのかい君は？」とダニーが聞

きました。 しかし，パムの言う通 りでした。

パ ットはお父さんにアルブライ ト氏の家の鍵

をかしてくれるようにたのみま した。 そ し

て，その理由をきいてから，パターソン氏は

「絶対にダメだ／」パ

ット，お前はもっと良い事を知 りたがりなさ

い」とお父さんは言いました。ついに，パム

が言いました 「お父さん，私気がついたんだ

けど，アルブライト氏の家の窓がおそろしく

よごれているわ。あんなに外から見てきたな

い家は，どのお客さんも，買ったり，かりた

りしないわよ」 「きのう，私もこのそばまで

（２９ ）
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その人 の顔 を見 あげま した。それは若 い男 の人 で した。

「で も
， で も……ほら…… これ……」 キ ムはあえぎ あえぎ

ども一りなが ら，顔 を赤 らめて言いま した。 「この羊飼 いの子

……ぼ くみたいだ」男 の人は絵 とキムを見比 べま した。

「そ うだね
。 その絵 の人 たちは君や私のよ うだ」

「この男 の子 はイエスさま に羊をあ げたのか しら ？ あん

なに しっか り羊 を抱 いて いるよ。イエ スさまにあげたのか し

ら ？ ぼ くもそ こにい られた ら良か ったの になあ。 きっとイ

エ スさまに羊をあげたのに……」

「あげ ることはで きるよ」

「で もぼ く羊 を持 っていない し， 目を閉 じた り絵を見た り

す る時 しかイエス さまに会 えない んだ よ。」

「君は・イエス さまに誕生 日の贈物をす ることがで きるよ。」

お母 さんが，入 口のと ころへ来て キムを呼びま した。 キ ム

は，男 の人 と絵 とお母 さんを見て， ど うしようか と迷 いま し

た。お母 さんは急いでい らっ しゃいといっています。

家へ帰 る途中ず っと，特 に羊 を抱 いた羊飼いの子の絵 と， 、

男 の人 の声 と言 葉が， キ ムの頭か ら去 りませんで した。それ．

か らの毎 日 もいつ もその ことを考 えて いま した。 ク リスマス

ツ リーを飾 ってい る時 も， お菓子 を作 って いる時 もお使いに

行 った り贈物を包んだ りしている時 も， そのことを忘れ よう

と しま したが， どう して もだめで した。 キムはだんだん気持

がへんになって きま した。

最後 の贈物 を包んで ツ リーの下 においた時， キムの心 はも

う爆発 しそ うになって叫びま した。 「で も， ぼ く， イエ スさ

まにあげ るプレゼン トは もっていないんだよ！」

お母 さんが驚 いて聞 きま した。 「なんですか ？」

「あのね
，イエ スさまのお誕生 日のこと，ぼ くたちはみ んな

に プレゼ ン トが あるけれ ど， ……い っぱいのプ レぜ ン トをす

るし， い っぱいのプ レゼ ン トを もらうけれ ど……で も……ク

リスマスはぼ くたちの誕生 日 じゃないで しょう。 イエスさま

のお誕生 日なのに， ぼ くイエ スさまにあげ るプレゼ ン トを持

ってないよ。持 って いた ら， どうや ってあげた らいいの ？

クリス マスルー ムにいた男 の人 はあげられ るって 言 っ た け

ど， ぼ くあげ られないよ。 どう していいかわか らない。」

キ ムは泣 きだ しそ うで した。お母 さんは，床 に落 ちたツ リ

ーの飾 り物 をひろって， キムの肩 に手をかけ， もう片方 の手

でキ ムの顔 をあげなが ら，涙 のあふれたキ ムの 目をみつ めま

した６ いつ ものキ ムのよ うで はあ りませんで した。

キ ムはお母 さんに， 自分 にとて もよ く似 てい る羊飼 いの少

年 と， 羊 と，美術館 で話 を した男 の人 について話 しま した。

「キ ム
， イエス さまに何が欲 しいですか ってたず ねる とし

た ら， キ ムは何 をす ることがで き， イエス さまが どうお答 え

にな るか， わか りますか 。」「ううん，わか らないよ。」

「こうお っしゃるわよ
。 ｒあなたが たによ く言 ってお く。

わた しの兄弟であ るこれ らの最 も小 さい者のひ とりに したの

は，す なわ ち， わた しに したので ある』。 キ ムは， イエス さ

ま のところへ来 て， どうした らしあわせ になれますか とたず

ね たお金持 の人 の話 をおぼえてい るか しら？イ ェスさま は，

しあわせ になるためには，持 ち物 を全部売 って貧 しい人 たち

やそれが必要 な人た ちに施 こ しな さい って答 え られ たのよ。

そのお金持 の若者はで きなか ったの。 あなたにはで きる ？」

「か わいそうな人 たちを助 けてあげ られ る位 にいっぱいの

持 ち物 は持 って いない もの。それに， 困ま っている人 を， ぼ

くは知 らないよ。』

「人 々はいろんなことで貧 しくな るのよ
。 あ る人 たちは心

が満 た されないの」 しばら く間をおいて こう続 け ま し た。

「あま り元気 でない人を
， キムは知 ってい る ？」

「グルーチ ・ジ
ェイ クさん。 ジェイ クさんはぼ くがあの人

の古 い花 を見て るだ けでぶつぶつ文句を言 うの。」

「ジェイ クさん
，， 自分でお作 りにな った花を とて も注意

してよ く育 てて い らしたのね。 ジェイ クさんは花 がすべ てな

のよ。 ご家族 もよいお友だ ちもい らっしゃらないのだか ら…

…」 お母 さんは しばら く黙
ってか ら， ややため らいがちに言

いま した。』「キム， あなたはク リスマスプレゼ ン トに何 が欲

しい ？」 「ラジオだ よ」 「ラジオ はク リス マス ツリーのかげ

に，青 い紙 に赤 い リボンで包 んで ありますよ」 「わあ， お母

さん， ほんと／」 「グル ーチ ・ジェイ クさんは ラジオを持 っ

てい らっしゃ らないわね」 「で も，ぼ く……」

「あなたは羊飼 いの少年が羊を とて も大切に してた ことを

知 ってい るで しょう。 その男 の子 は羊をイエ スさまにあげた

と思 う ？ それにつ いて考 えてごらん なさい」 お母 さんはキ

ムの 目を じっとみつめて抱 き しめてか ら，立 ち去 りま した。

キ ムは 目をつむ って，羊 に顔 をうず めて いた羊飼いの顔 を

思いま した。 とて もしっか りと羊 を抱 いて いた ことや， クリ

スマスル ームで会 った男 の人 に言 った自分 の言葉を考えま し

た。 「ぼ くもそ こにい られた ら良 かったのになあ。ヒきっとイ

エスさま に羊をあげたのに」。 そ して， グル ーチ ・ジェイ ク

さんの ことと， ジェイ クさんがいつ も子供 たちが庭の近 くへ

来 るだ けで も文句を言 うことを考 えま した。 それか ら部 屋へ

か けて行 ってベ ッ トのわきに膝まずき， それまで したことの

ないお祈 りを しま した。天 のお父様 に，御子 のため にどんな

プ レぜン トを した ら良いですかとたず ねたのです。

そ の後，一 日中キ ムの心 は穏 やかで した。次 の日のク リス

マスイヴ もそ うで した。 夕食後 のキ ムは黙 って テーブルか ら

はなれ， そっとタンスの所 へ行 って上着 をと りだ しま した。
サ としド

そ して静かに歩いて ク リスマスツ リーの後へ行 き．，赤い リボ

ンの青い包みを持 って，そ っと家 を脱 け出 しま した 。

キ ムは長い間帰 って こなか ったので， お母 さんは少 し心配

にな りま した。 しか しやがて楽 しそ うにスキ ップ して帰 って

くるキムの声が しま した。石段 をで とび して ドア．をあけたキ

ムはタンスに上着をか けなが ら， 「お母 さん， ジェイ クさん

って， とって もいい人だよ」 と言 いま した。 そ して お母 さん

の座 って いる椅子 のひ じに腰 か け目を輝 かせて言 いま した。

「お母 さん
，最初の ク リス マスの時に， ぼ くがいた ら， イ

エスさまに羊 をあげていた よ／」

、 ９９
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すば ら しい体験
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ル シ ル ・不 ル ソ ン ・ジ ェ ン セ ン

日曜学校で子供達に楽 しい時間を過させるには，どうし．た

らよいであろうか。子供達を楽 しく過させるのは，先生の責

任であり，小さな子供達に 「教会はなんで も一番すてきなと

ころ」 と感 じさせるのは，先生の指導態度と方法にかかって

いる。先生がどのように考え，何をするかということは，な

んでも吸収 しやすい年頃の子供にとって，非常に大切な問題

なのである。

先生が子供達について知るべきこと

子供達 も人間であり，大人と同 じように， 自尊心，親切心

礼儀あるいは親 しみなどが必要なのである。また子供はたい

へん勘がいいので，先生が黙って，おだやかに していれば，

全て巧 くいっているんだなと感 じるが，先生がなんとなく気

ののが しない風でいたりすると，子供達もそれを敏感に見て

とって，先生の真似をして しまうものである。先生が自分の

クラスを楽 しく興味あるものにすれば，子供達は，なぜ教会

の勉強がそんなに大事なのだろうかと思って，先生の話を一

生懸命に聴 くであろう。

先生は，子供達が楽 しい時間を持てるようにおぜん立てを

する。先生は子供と一緒にいるのが楽 しく，子供が大好きで

あり，子供を恐れたりす るようなことは全 くない。また子供

を暖かくっつんであげる必要を感 じ，そうしてあげる。先生

は子供が何かよくないことを言ったりしたりしても，決 して

ろうばいしてはならない。 もし子供が先生に対 して，不親切

なことを言 ったとしたら，それはたいていの場合，先生のた

よりなさ，不愉快さ，・心配性とか無関心などを指摘している

ことが多いのである。その時，先生がおだやかに，熱意をも

って，偽・りのない卒直な態度を示 し薯暖かい理解をもって，

子供に話 してやるとクラスの雰囲気を和 らげるこ とが で き

る。

１００

学 校
亀３

どのように子供をクラスに歓迎するか

先生が戸 口で新 しく入る子供に会うとする。その時先生は

その小さな子供の背たけまで，自分の身体を低くしなければ

ならない。ひざをついたり，腰をまげたりすることができな

ければ，椅子に座るとよい。子供とじかに目と目をあわ甘る

といつた格好で接触することが必要である。先生は母親にで

はなく子供の方に注意を向けるべきである。子供 を 自分 の

「一番よい友達
」だと思い，そのように子供達をあつかってあ

げると，子供はクラスを非常に楽 しみにすることであろう。

ではどのように したらよいのか。それは……まず親 しみを卒

直に表わす ことである。いつ も必ず微笑を忘れずに前向きの

姿勢で， 「こんにちは，私，山本姉妹です。あなたのお名前

は」と呼びかけるならば，子供はきまってそれに答えるであ

ろう。それか ら先生はこう言 う。 「マリちゃん，私，あなた

の先生よ。今クラスでやってることをあなたにも聞いて もら

いたいの。一度 クラスに来てごらんなさい。」（もしこの先生

がこれだけで終って しまったら，せっかく得た子供との交わ

りをす ぐにも失なって しまうにちがいない。） 先生は子供の

手を引いて クラスの部屋まで一緒に連れていってあげる。 も

し子供がそこでため らって，母親の手を引いたら， こう言っ

てあげるとよい。 「お母 さんは一緒に子供のクラスへ入 りた

いと言っているの？」 （この時いつも親に話 しかけるより，

自主的であるべき子供に言った方がよい）。

子供の名札がおいてある机に連れていってどこに名札をつ

けて欲 しいか尋ねなさい。 （これで子供の気持をまぎらし，

同時に先生はその子の名前を覚える）。

最初か・ら先生は子供の名前を呼ぶことが大切である。それ

は子供に 「先生はすばらしい人だ」と感 じさせる もの で あ．

る。 （子供は大人よりも早く人々の態度を判断す るものであ

る。 もし先生が奇妙な変った子供だと考えているとしたら，

子供 も同様の反応を示す ものである）。

子供に座 りたい所をきき， じゅうたんか椅子の輪の中に座

らせなさい。また名札をつけることは他の子供 と話 し合 うよ

いきつかけとなるＱ

子供の学び方

子供 も大人と同 じように感覚を通して知識を得る。ヘ レン

・ケラーが水を知った時の話は，だれに．も新 しい知識を学ん

だ時の喜びを思い出させてくれる。ヘレンの教師サ リバンは

手のひらに何度 も字を書いて，水 というものを覚えこませよ

うとしていた。 しかしヘ レンはどうしても理 解 で きなかっ

た。ヘレンは自分の経験をこう話 している。

濁
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「私たちはすいかづらの香 りの漂う道を，家に向っていま

した………だれかが水を飲んでいました。すると先生は私の

手を蛇口のところへ持ってゆきました。冷たい流れが手の中

にほとばしり出た時，先生はもう一方の手に， 『水」 という

言葉を書きました。………突然，私は何か忘れていたような

ぼんやりした意識を感 じました……そしてどういうわけか，

言葉の秘密が私に伝わって来ました。私はその時に水とは，

手に流れて来たすばらしく冷たい何かだとわかりました。」

ヘ レン ・ケラーは，五感のうち二つが使えなかったけれど

も，学ぶことの喜びを経験できた。

日曜学校での最初の体験により，未知の経験には報いがあ

ることを子供に教えるべきである。先生はよく準備 していな

ければならない。また レッス≧の目的をどのように認めさ

せるつ もりかをわきまえていなければならない。ヘ レン ・ケ

ラー女史が最初に 「水」の意味を理解できなかったとちょう

ど同じように，間違 って教えるかも知れない。教師は子供た

ちに最初の形どうりの知識を与えているのだということを忘

れてはならない。また教えようとすることの基本的な知識を

よくわきまえていて，子供は新 しい知識を発見 して喜びを感

ずるであろうということを悟 らなければならない。
「私たちは牛に感謝 しています」について今年の夏 ３才の

子供にレッスンをした著者は牛が人間のためになっているこ

とを子供たちに話した。熱心に聞いていた子供はす ぐに夢中

になって，正 しい知識を身につけた。その勉強により新 しい

知識を得た喜びに勇んでいる子供たちに次は馬について尋ね

た。子供たちはす ぐに答えたが，不正確なものであった。子

供達は馬についてなにも知 らなかったが，多 くの答えを出し

た。なぜだろうか。子供達はあくまで も一瞬の刺激を求めて

いるのだ。新しい知識は子供達の周囲に何かよい雰囲気をも

たらし，それでその気分にひたっていたかったのである。

どのように先生はお話の効果をあげるか

先生が話をす る時には，よい視覚教材を使うべ きで あ る

（子供たちがよくわかるような写実的な，色彩豊かな， きれ

ＡＤＡＧＩＯ

いなまた十分な大きさのもの）。先生は子供達に ゆっくりと

話す。先生は子供の注意がそれていると思 う時には，さらに

ゆっくりと話 し，意味深げに子供達を眺める。そして注意を

ひくために何か驚 くようなものを用いる。 た とえ ば，指人

形，身ぶ りを入れた歌，かくしていて急にあらわれる物とか

あやつ り人形など動作を用いることによって，』子供達を参加

させる。先生はアイデ ィアを出す前に子供達に笑いかけて，

間をとるのである。

子供達は想像力を働かせる提案には応 じるものである。あ

る子供は理解できないために話の問，他のことを考えている

か も知れない。そのような時に，先生は次のように言えるで

あろう。 「健 ちゃん，あなたの椅子の下に魔法使いがいると

思ってごらん。 もしあなたが動 くと，みよちゃんの椅子にい

る魔法使いがあなたの場所を横取 りして しまうわ。」 子 供達

は 「椅子にちゃんと座 っていなさい」などという普通の命令

，にはあまり従わない。はっきりした提案には応えるものであ

る。たとえば 「健ちゃんは腕を組んでいますよ。」「マリちゃ

んは足を静かにしていますね。」「カヨちゃんはニコニコして

います。」 「ひろし君は先生の方を真直 ぐに見ていますよ。」

など。す ると他の子供達はす ぐに模範に従い，話の間秩序が

保たれるのである。

話の後に来るもの

話の後で，その日の内容に関係のある活動をすることが，

子供達一人一人に有意義な経験となる。子供達は参加するこ

とができれば学ぶのである。

粘土，指で描 く絵，粘土をこねる盆， レコー ドなどといっ

た，子供に話の内容を思い出させるものが役に立つ。

子供達はとても暗示にかか りやすいということを心に留め

なさい。子供達は周囲の人々にあらわれるいろいろの特徴を

まねるものである。 もし先生が しっかりと考え，行動し，良

い行ないをほあるならば，その子の日曜学校の最初の経験は ．

楽 しいものとなり，さらに同じようなことを期待 して，また

来たいと思うのである。

ＧＥＯＲＧＥ Ｈ ． Ｄ ＵＲＨＡＭ
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象

１９６８ ６９年 の 聖 旬

大人 日曜学校

９月の聖句

イエスは言われた 「心をつ くし，精神をつくし，思い をつ く し

て，主なるあなたの神を愛せよ （マタイ ２２：３７）

烈１
、 。

１０月の聖句

そこで私ニーファイは，私の父に 「私は主が命じたもうたことを

行 って行 う。私は，主が命 じたもうことには，．人がそれを為しとげ

るために前以てある方法が備えてあり，それでなくては，主は何の

命令も人に下したまわないことを承知 しているからである」と言っ

た （１ニーファイ ３：７）

１１月の聖句

わたしのいましめは，これである。わたしがあなたがたを愛した

ように，あなたがたも互に愛 し合いなさい。 （ヨハネ １５：１２）

１２月の聖句

神はそのひとり子を賜わったほどに，この世を愛 して下さった。

それは御子を信じる者がひとりも滅びないで，永遠の命を得るため

である。 （ヨハネ ３：１６）

１月の聖句

見よ，これわが業にしてわが栄光，すなわち人に不死不滅と永遠

の生命とをもたらすなり。 ．（モーセ １：３９）

２月の聖句

まず神の国と神の義とを求めなさい。そうすれば，ζれ らのもの

は，すべて添えて与えられるであろう。 （マタイ ６：３３）

３月 の聖 句

永 遠 の 命 と は， 唯 一 の ， ま こ との 神 で い ま す あ な た と， ま た ， あ

な た がつ か わ され た イ エ ス ・キ リス トとを知 る こ とで あ りま す。

（ヨハ ネ １７：３）

５月の聖句

イエスは彼に言われた， 「わたしは道であり，真理であり，命で

毒る。だれでもわたしによらないでは，父のみもとに行 くことはで

きない。 （ヨハネ１４：６）

６月の聖句

また真理を知るであろう。そして真理は，あなたがたに自由を得

させるであろう。 （ヨハネ８：３２）

７月の聖句

心の清い人たちは，さいわいである，彼らは神を見るであろう。

（マタイ ５ ：８）

８月の聖句

イエスは答えられた， 「よくよくあなたに言ってお く。だれでも

水と霊とから生れなければ，神の国にはいることはできない。」

（ヨハネ ３：５）

子供日曜学校

９～ １０月 の聖 句

な ぜ な らば ， よ い もの は み な神 か ら出 るか らで あ る。

（アル マ ５ ：４０）

１１－１２月の聖句

わたしたちは互に愛し合おうではないか。愛は神か ら出たものな

のである。 （１ヨハネ ４ ：７）

１～ ２月 の 聖 句

自分 を 愛 す るよ う にあ な た の 隣 り人 を愛 せ よ 。

（マ タイー ２２：３９）

３～ ４月 の 聖 句

イ エ スは 言 わ れ た 「も しあ な た が 私 を 愛 す るな らば ， わ た しの い ‘

ま しめ を守 るべ きで あ る 。」 （ヨハ ネ １４ ：１５）

５～６月の聖句

神は自分のかたちに人を創造された。 （倉口世 言己 １ ：２７）

４月 の聖 句

しか し事 実 ， キ リス トは眼 って い る者 の 初 穂 と して ，死 人 の 中 か

らよ みが え った ので あ る。 （１コ リ ン ト１５：２０）

７～ ８月 の聖 句

わ た く しは主 が命 じた も うた こ とを 行 って 行 う。

（１ニー フ ァイ ３ ’７）

１２ 月 ．の 聖 句

大 人 日曜 学 校

神はそのひとり子を賜わったほどに， この世を愛 し

て下さった。．それは御子を信 じる者がひとりも滅びな

いで，永遠の命を得るためである。 （ヨハネ ３：ユ６）

子 供 日曜 学 校

わたしたちは互に愛 し合おうではないか。愛は神か

ら出たものなのである。

（１ヨハネ ４：７）

１０２
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灘

イエスの教えが今日にもあてはまることを若い人

たちはどう説明できるでしょうか

若い人たちは次の二つを共に得られるでしょうか

福音の標準ε人望
七十人最高評議員 ポ ー ル Ｈ・ ダ ン 長 老

ある時のこと，娘が私のところへ対人関係についてのむず

かしい問題を相談 しにきました。娘はその時高校生で，七人

の少女で作 っているグループに入っていました。 （そのうち

の四人が教会員でした）その四人は暗黙のうちに他の三人を

改宗させるという協定を結んでいるかのようでした。ある日

いっしょに昼食をとっている臨 時々あることでしたが，末

日聖徒の少女がつまらない話を始めました。その話は実際に

くだらないものでした。

好かれる人に

娘は家へ帰ってからその時のことを話 してくれま した。実

際がまんできなかったのです。 「お父さん，何が良くて何が

悪いかなどと言わないで。福音がそのことを してはいけない

と教えていることはよくわかっています。でも，お父さんだ

ったらこんな時にどうしますか？ どうしたらいいの ？」

娘はこれ以上言いませんでしたが，その目にこの言葉を読

むことができま した。 「お父さん，私の年令では仲間に加わ

りたいのです。１５歳の子はみんな人気者になりたい と思 う’

わ。みんなに仲間はずれにされないでみんなからいらっしゃ

いって言われたいわ。みんなはあまり教会的なことはいやな

んです」。娘は，「答えを教えて下 さい。みんなに好かれる人

にもなれる答えを教えて……」と言いました。それは教師や

両親みんなの仕事です。

私たちはしばらく話 しあいました。私はよく娘たちに，自

分の生活に福音の原則をとり入れるようにと教えます。少 し

１０３



「私たちは友だちと仲よくしながら教会の標準を守ることがで

きるでしょか。

話 しあった後で， マタイ， マル コ， ル カ伝 に記 され た宮清 あ

のことに触れ ました。パ リサイ人 とサ ドカイ人，両替人 の行

ないが思 い出 され ることで しょう。それを読 んで娘 に， 「こ

の話 か ら何 がわか るだ ろうか」 と聞 きま した。 娘は， 「救 い

主 はふつ うと違 ってい らしたわ」 と答え たのです。

断固 として立ちなさい

私 はこう言いま した。 「一つ ヒン トを話 して いいか な。救 ’

い主 は，すべて の人 に断固 として立 ちあが らねばな らない時

のあ ることを言 われたのだ。 そのような ことは ごく少 ないか

も しれないがた とえ容易 でな くと も正 しいことを為 さな くて

はい けない時が ある。 時にはた った一人 で も断固 と して立 ち

あが らねばな らない ことが あるのだよ。 この ことにつ いて考

えてご らん。 そのあとでまた話 そう」

娘はそれについて考 え，少 しレてか ら戻 って き ま し た。

「お父 さん
，その教 えを私 に どうと り入れ たら良いのか， ま

だわか らないわ」そ う言 って少 し話 を しま した。

私 は言 いま した。 「救い主が正 しい ことをされたのなら，

さあ，ガ レージに行 って，ムチを作 って あげよ う。 おまえは明

日学校へ行 って正 しくないことを はらい清めた らどうかね」

「お父 さん
，肝心 な ことを教 えて下 さらないわ， そんな こ

１０４

とで きない し， みんなに嫌われて しま うわ」

「そ うかい
。 ではこれは どうだ ろう。今 度また， あんなこ

とが あって誰 れかが くだ らない話 を始 めた ら， 立ちあが って

言 うのだ よ。 ことで聞いているみなさん， もうこんな話 はや

めます ってね」

「お父 さん
，わか っていないのね， そんなことで きや しな

いわ」

私 は娘 がそ う考 えるだ ろうと思 っていたので， 「では， ど

うして 自分は こうしたいと言わ ないのだい」 と聞 きま した。

娘 は， 「もっと考 えます」 と答 えま した。

役 に立 つ新約聖書

私が仕事 に行 き，翌 々日に家へ帰 った時，妻 は台所で じゃ

がい もの皮 をむ きなが ら涙 を浮 かべていたの で す。 私 は，、

「どうしたのか」 と聞 きま した
。

「娘の ことです
。行 って みた方がいいですわ。」

ま た別の ことが起 きたのだと思 って， そっと部 屋へ行 って

みると，重大 な問題で人生 とと りくんで いる彼女は涙 をふい

ていま した。

「どうしたのか話 して くれないか い
。」

「お父 さん
，大事 な ことなの。私，今 日宮清め の話 を実行

した のよ。」

「ええ
，学校を ムチで清 めたのかい。」

す ると娘は答えま した。私，Ｍ さん （良 くない話 を した末

日聖徒 の少女） に，私 の家へ来 ない って言 ったの。Ｍ さんは

いいと言 って， いっ しょに帰 って きま した。部屋 に入 って か

らＭ さんに言 ったんです。 「私 にとって あなた と一の友情 は本

当１こ大切 なの。 きの うあなたはみんなの気持を悪 くしたわ。

私 はそ う感 じた し， きっとあなた もそ うだと思 うの。 あな た

が そん なつ もりでない ことはよ く知 って るけれど， あの話を

した時 に，教会員で ない人たちの 目には私 たちが低 く写 った

で しょう。 あなたが あの話を した訳 はち ゃんとあって，良 い

方法に思 えたか らそ うしたとい うことはわか るけれ ど，今度

そ うしたい と思 う時には，私が弁解で きるように前 もって教

えてね」 って。．

Ｍ さんは泣 き くずれ，私 の手 を握 って， 「ごめん なさい」

と言 ったの。 そ して私た ち三 十分 も泣 いていたんです。

そ して娘 は こう言 いま した。

「お父 さん， どうして かわか る ？」

「いいや
，わか らない」

「新約聖書 って本当に役 に立つ のね」
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私は大そう年をとっていました，私の壁板は薄 く，板のすき間から昼は陽の光がもれ，

夜は冷たい風がふき込みました。陽の光は，厚い皮ひもでおさえたがっちりしたドアから

も射 しました。

私は堂々とした宿屋の裏手に立っていました。でも私は楽 しいのでした。私には貫録が

ないのでいつ もまごついていました。 もっと小さな目的のために私は作 られたのです。な

ぜなら私は馬小屋で したから。

徴税の時期がやってきて立派な宿屋は人でいっぱいになりました。でも私は数頭の牛を

泊めるだけでした。

今朝早 く，主人がやってきて私の床を掃除してわらを変えてくれました。いつも家畜た

ちが私を手荒 く扱うのに慣れていたのに，驚いたことには，その日来た家畜はたいそうお

となしいので した。片すみに立って，みんないっしょに少 しのわらを食べていました．一

日の終る頃にも，馬小屋はまだきれいでした。私はきれいだったのです。

突然私の ドアがき一き一とあいて，私のきらいな夜の空気が入ってきました。そこには

主人と，背の高いやさしそうな男の人が立っていました。
「これはいいですね

。私は急いでいるのです」男の人がそう言い，主人はおやすみなさ

いと言って立ち去 りました。見知らぬ男の人は，女の人をのせだロバを連れていました。

男の人は女の人をやさしくおろして，わらをきれいに整えました。美 しい女の人でしたが

とても疲れているようで した。

その夜，女の人は赤 ちゃんを生みました。私の壁にかこまれて，その人は神さまの御子

を生んだのです。

他のよりず っと明るい星が私を照らし，私の壁にかこまれて，素晴らしい光景が

ありました。

私はちっぽけな馬小屋で も，作られた役 目をこの上なく立派に成 し遂 げ た の で

す。
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「い ら
っ しゃるぞ， おれ たちの村へおいでだぞ」人 々が叫

びま した。

「どうして ？」私が聞いて も何 も返事 があ りませ ん。で も

とにか くい らっ しゃると知 った私 は，赤 ん坊 の泣 き声 のす る

と ころへ行 ってお母 さんに聞 きま した。 「いつ， い らっ しゃ

るの ？」 「さあ，わか らないわ。今 にで も……」 こう答 えて

その人 はそそくさと立 ち去 りま した。私 は匂 いにひか れて食

事 を用意 して いる人の ところへ行 きま した。 「どの道か らい

らっ しゃるの ？」 「町か らだ。 おそ らくは……」 「そ うだ，

きっと町か らだ」

町へ の道を行 けば，村人 の誰 れよ りも先 にお会いで きる。

村人 たちのこったがえす中は きらいだ し， まい子 に もならな

い。 お母 さんは売 りに行 く水差 しとつ ぼを作 ったか ら，それ

に飾 りをつ けてい るに違 いない。私 はつ ぼに飾 りがつ けられ

ないか ら，家 にい なくて も大丈夫。私 は一度 でいいか ら，兄

弟 たちが した ことのない ことを してみたいと思 いま した。 そ

の道 を歩 いて行 って，村へい らっしゃる人 にあって， お話 を

し， いっ しょに家 まで帰 って こよ う。私 はそ う思 って 出傘 け

ま した。

ま もな く友だ ちの追いか けて くる声 が聞 こえま した。私 を

さが して家へ連れ帰 ろうとしています。私 が出か ける時 はい

つ も誰 れかがついて くるのは どうして ？ やがて その声は私

を追 いか けて いるので なか った ことがわか りま した。 その人

たちは小 さな道の ところで走 るのをやあて大声で お しゃべ り

を して いま した。 あの人 がい らっしゃったのです。がやがや

という声 の中 にも，静 かでや さしいその人 の声 は暑い夏の空

気 を通 して私 によく聞 こえま した。 その声 のす る方へ耳を傾

けて人 ごみ の方へ向かいま した。 その人が私 を見て下 さった

らと思 いま した。 で も私 にはその人 が近 くにおられ ることが

わか りま した。なぜな ら，大勢 の人 ごみの中 で もその人のま

わ りにあるという平安を感 じたか らです。

まった く突然 に，私 の肩に力強い手 がおかれたのを感 じま

した。 そ して声が しま した。 「主よ， これが私 の村 の盲 目の

娘です」

他の人 たちは叫 んだ り話 しあった りしていま した。 けれ ど

それは私 の耳 に入 りませ んで した。太 陽が花 に照 りつ け，私

の背中を焼 いて も， そんなことは気にな りませんで した。 さ

わやかな手 が私 の目に置かれた のです。 そ して， その時，私

は生涯 で初 めて光 と暗 さとその間のかげを知 りま した。啓示

のよ うにやってきた色彩は，数え きれない形 やあ りさまを教

えて くれま した。私 は，深 い心の こもったまなざ しで， まっ

す ぐに見 つあ られ ない ほどに愛をたたえたお方 を見 ることが

で きたのです。私 は見 ることがで きたのです。
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Ｍ ＩＡ に よる個人 の進歩

マ ク シ ン Ｔ． シ ョ ッ プ

覧

聖典を調べると，個人個人の人を強調 している箇所を多 く

見つけることができる。主は使徒を一人一人お選 び に な っ

た。群衆にお話になった一方で，ラザロを墓から起 こし，マ

リァやマルタと語 り，婦人を苦しみから解放 したもうた。主

は言われた。 「見よ，これわが業にしてわが栄光，すなわち

人に不死不滅と永遠の生命とを もたらすなり」・・…」 この御言

葉は，主が一人一人に不死不滅と永遠の生命を受けることを

望んでおられることを表わ している。

Ｍ ＩＡの役員は，若人の一人一人 と共に努め励む責任を与

えられている。各々は，みな主から見て大切な人であるのと

全く同様に，役員にとって も大切な人々である。

Ｍ ＩＡのヲロゲラムはグループを対象として計画 され，夫

勢の人々が参加して行なわれるが，実際には個人個人に関係

しているのである。教師は一人一人を導いてグループ活動に

活発に参加できるようにと教える。必要な時に暖かい友情の

手を感 じることは善を求めて生 きようという励ましになる。

クラスの人の名前を覚えることは，教師の第一の責任であ

る。 このことは，生徒が群衆の一人でなくなるための最初の

段階である。そこから始まって，各生徒の個性を見出 し，彼

らの前にひらけている将来の可能性を充分に達成できるよう
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Ｍ ＩＡの役員たちは，青年男女の

一人一人と共に働 く責任を与えられ

ている。この一人一人が主の目から

見て大切であると同 じように役員た

ちにも大切な人なのである。

１０８

助 けることがで きる。

卒 業式 や教 会の集会に集 うさまざまの人 を見 ると，顔が一

人一人違 うよ うに，感情，才能，好 き嫌 いなどが実に さま ざ

まで あることがわか る。毎 日の生活 において も困難にぶつか

った時で も， 一人 一人 の心 に触 れるとい うこと， これがＭ Ｉ

Ａの果すべ き目標 であ る。

特別にめだたない少女の例がある。彼女は気転 もきかずど

もりであったが，Ｍ ＩＡ活動のある時はいつ も進んで参加し

ていた。 クラス教師や活動の教師は彼女の 「行なおう」 とい

う望みにうたれて，いつも彼女のために心 して機会を与えて

いた。 ロー ドショウに出演 し，四重唱を歌い，話をした彼女

は， ビーハイブ，マイアメイ ド，ローレル，グリーナーなど

のクラス賞を受けた。彼女は信頼される人となり，証詞は強

くなった。内面から輝き出す美 しさは，いわゆる美しくはな

い外面を越えて輝いた。人々はみな彼女を愛 した。しかし，

それは一夜に して起 こったことではない。Ｍ ＩＡの活動に何

年も参加して，常に少 しずつ進歩 してきた成果である。聖餐

会やＭ ＩＡや日曜学校に，たとえ旅行の最中でも出席 レよう

と努める娘を見たご両親は， このＭ ＩＡ活動を新 らためて認

識された。そして家族みんなでＭ ＩＡに集っておられる。家

族の人たちは，Ｍ ＩＡプログラムによって進歩することがど

ういうことなのかを，彼女を通 して知 った。

その少女は二十代になって間もなく帰還宣教師と結婚 して

町から移 って行った。それから七年経って，今か らほんの数

週間前， このご夫婦は子供を四人連れてこの町を訪れた。彼

女はやさしくしあわせそうできちんとしていた。多 くの人々

は成功をつかんだ彼女を半ばうらやみの心をもっ て み つ め

た。 この素晴 らしい家族が町をゆく時，人々の目は彼 らを追

い，福音とＭ ＩＡが彼 らに もたらした大 きな恵みについて語

りあった。

Ｍ ＩＡは，進歩 して成功するＭ ＩＡの少女たちを求め，見

い出し，彼女たちを誇 りとする。あらゆるところにいるさま

ざまな個性と能力を持 ったあらゆる少年少女を捜 して，愛と

機会を与えるというＭ ＩＡの責任は明らかであって，いつま

で も止むことなく続けられるのである。



伝 道 部 長 メッセー ジ

日本伝道部長 ウオ ル ター Ｒ． ビル ス

愛する兄弟姉妹の皆さん

再び，あなた方 と共に恵まれて， こめクリスマスをむかえ

る事は非常な喜びです。

一年の間でも，なんと豊かな充実 した時期で しょう。主のた

き６に，我々は何が出来 るか…私はこう尋ねたいと思います。

昔，あるにぎやかな夜に，やがて世界の運命を変えるべき

一人のみどり児が，粗末なかいば桶の中で生まれました。 こ

の幼児は，まわりにいる，あなたや私の幼ない息子達 と何の

変わりもない様で したが，世の罪をその身にうけるべき子供

でした。彼は，誰にで も与え られていた遂行すべき偉大な使

命をたずさえて来ました。このガリラヤの人は， どういう人

なのでしょうか ？この方は，ふつうの健康的で，幸福な若者

の様に成長 しました。ほんの短かい間でしたが， この世での

父母 と共に暮 らしました。お父さんの大工仕事を手伝いまし

た。力強 く，愛に満ち，彼の身近かにいた人々を愛 し，祝宴

や結婚式などにも出席 しま した。以上の様なこの世での特質

を考えに入れなくても，主は善悪をわきまえて，太初から世

界中の兄弟姉妹達に伝えるべき使命 と，天父が，何をし何を

述べ るために，この世につかわ したかを知ってお られ ま し

た。

イエスは言われた 「わた しは柔和で心のへ りくだった者で

あるから，わたしのくびきを負うて，わたしに学びなさい，

そうすれば，あなた方の魂に休みが与え られるであろう」

（マタ！ｆ １１：２９）

’イエスに従 う者にはどんなくびきがかけられたのでしょう

か。それは 「我が名と，我が権能をもって行け，そうすれば

我がみたまは汝ど共にあらん」 という事を意味していたので

す。 そ してその様 にな り，人 々は，聖典 に述 べ ら れ て い る

「わた しの くび きを負えコ の如 く
，信仰，教義，及 び原則 の

点で一体 とな ったのです。特 に， この クリスマスに， その教

えを味わいま しょう。救 い主 がお与 えにな る以上 に，す ば ら

しい恵 みが あ り得 るで しょうか ？

「こころの貧 しい人 たちは
， さいわいであ る。天国 は彼 らの

ものであ る‘：悲 しんでい る人 たちは， さいわいであ る。彼 ら

は慰 め られ るであろ う ：柔和 な人 たちは， さいわ いで ある。

彼 らは地 を受 けつ ぐであろ う ：義 に飢 えかわ いてい る人た ち

は さいわいであ る。彼 らは飽 き足 りるようになるで あろう ＝

あわれみ深 い人 たちはさいわ いで ある。彼 らは あわれみを受

け るであろ う ：心 の清 い人 たちは， さいわ いであ る。彼 らは

神 を見 るであろ う ：平和 をつ くり出す人た ちは， さいわいで

あ る。彼 らは神 の子 と呼 ばれ るで あろう ：義 のため に迫害 さ

れて きた人 たちは， さいわいであ る。天国 は彼 らの ものであ

る。 わた しの為 に，人 々があなたが だを のの しり，また迫害

し， あなたがたに対 して偽 って様 々の悪 口を言 う時には， あ

なたがたは， さいわいであ る。喜 び， よろこべ，天において

あ なたがたの受 け る報 いは大 きい……あなたが たは，地 の塩

であ る」
、 （マタイ ５ ：３～１３）

兄弟姉妹 の皆 さん，正 に， クリスチャンの世界に あっては

人 に与 えた り，人 か ら受 けた りす る季節です。 ク リス マスに

興 味を持 つのは，多 くは習慣 か らです。私達の同胞を助 けら

れ る多 くの事が あ ります。与 える側の人 と して，’物のない人

貧 しい人を さが し出 して， あなた の持 ってい る物を， 分け与

えま しょう。独 りぼ っちの人 に，訪問す るだけで もよいか ら

喜 びを与 えて下 さい。 そ して， よろこびの気持 と，彼 らへの

感謝 の気持 ちを分 け与え，身近かで不幸な人を さが し， その

人 々の不幸を軽 くしてあ げて下 さい。 そ うすれば，あ なた方

に大 きな喜 びが，返 って くる事で しょう。

共 に分か ちあい，幸福にな り， 自分 自身及 び， その才能 を

捧 げる季節です。

まわ りの人 々を思いや り，私達 が理解 してい る福音 と，人

生 の計画， そ して ク リスマスを祝 う意義を分かち与 え る季節

です。今 は，主 の恵みを受 ける季節 です。 そ してあなた方 も

……あなた の人生を，私達のあがあてい る主 にな らって下 さ

い。主 はその生涯において，単な る伝説 の中の人物 や，象徴

で はなか ったのです。主 は私達が天 父の もとに帰 って， そこ

で天父 と，一緒 に住む事が出来 る様 に， その生涯 を送 られた

のです。私達 は主が生 き給い私達すべてを愛 して くださ る事

を知 つて います。そ して主は， 天父の前 に再び帰 れ る様 に，

私達を教え に従わせ るのです。

ビル ス姉妹 と私の家族 よ り， ク リス マスに際 しての，心 か

らのごあいさつを 申 しあげ，恵まれて， あなた方 と共 に この

日本 にいます こ とを天 の父 に感謝 して います。
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伝 道 部 長 メッセ ー ジ

日本沖縄伝道部長

エ ドワー ド ユ キ ヲ 岡 崎

全世界の クリスチャンにとって， クリスマスは，世につか

わされた偉大なおくりものを記念す る喜ばしい季節でありま

す。そのお ぐりものとは，みなさまも知 っておられ るように

・ｆエス ・キリス トの誕生 とその生涯であります。イエス ・キ

リス トの教えによって，私たちはより良 く，より幸福な生活

をすることができなす。私たちは，ならうべき模範 すなわ

ち愛と慈悲と奉仕の生活を示すキ リス トの教えをいただいて

いるか らであります。

クリスマスの季節 に，贈物を交換 して，感謝をあらわ し，

キリス トの模範 にもっと近づこうという心を新 らたにす るこ．

とは，世界中で広く行なわれていることであります。贈 る人

々はそれに心を託 し，受 ける人々は贈物に愛を感 じ と りま

す。受けることより与えることの方がより大きな祝福である

と言われたキリス トの教えは， クリスマスの季節に贈物をす

ることの中によくあらわれています。

さまざまな贈物が店で売られています。世界中の老若男女

が高価なものや安いものを店で買 っています。 しか し，全人

類にとって最大の贈物は，・ｆエス ・キリス トの福音 と，この最

後の神権時代に地上に回復された主の真の教会であるセ とを

みなさまに証詞いた します。 この日本沖縄伝道部には，毎日

何百という人々にこの最 も大いなる贈物を分かち与えよ’うと

証詞を述べる宣教師が， １２０名おります。彼 らはこの最 も貴

い贈物，人類の受ける最大の贈物を分かち与えようと働いて

１１０

サ

おりますが，それを受 け入れる人々はほんのわずかです。で

すから，福音を受 け入れてこの贈物をいただいた私たちは，

他の人々にま して豊かな祝福を恵まれているのです。私たち

は主の教えにあずかるという恵みと喜びを得てお ります。

このせわしくはあっても， しあわせなクリスマスの時に，

地上における主の真の教会の会員である私たち末日聖徒がこ

のように生きようとさらに決意できますように，心から祈 り

ます。

１ 愛 と慈悲と奉仕の御方であるキリス トの生涯にならって

生 きることができるように，日々この贈物を使って生活す

る。

２ この世の生活を終えた時に天父に再会できる者 となるよ

うに，日々福音にそって進歩する。

３ 両親，親族，友人，隣人を支部長に紹介することによっ

て，素晴 らしいこの贈物を無償で分け与えようと努める。

エマーソンは言っています。 「指輪や宝石は贈 物 で は な

い。贈物の申 しわけに過ぎぬ。真の贈物はただ，そこにそそ

がれるあなた自身である」これは真実ではありませんか。主

はイエス ・キ リス トを地上に送 られて，御 自身をそそぎたも

うたのです。地上で導 きと恵みを施 している間，救い主は神

の豊かな御力を，神のすべてを私たちにそそいで くださいま

した。ジ ョセブ ・ス ミスと，現在の予言者デビド ０．マッケ

イ大管長をも含むすべての予言者 も，そうであります。また

このことは，召しに応え，喜んで能力と心と力のすべてを尽

して主に仕える末 日聖徒にも言えることなのです。

妻と二人の息子と共に私達は，愛の心を寄せて下さる日本

の聖徒，宣教師，国民のみなさまに，真心からの感謝を申し

あげたいと思います。私たち一人一人を心か ら愛 して くださ．

る天父のま しますこと，イエス ・キリス トがまさしく私たち

一人一人のために地上につかわされた神の御子であられるこ

と，主が確かに末の世に予言者たちを送 りたもうていること，

私たちは，主の御手のうちにあって愛する日本の人々に最も

偉大なこの贈物を分かち与えるようにと用いられる主の道具

であること，固くゆるぎないこれらの証詞は， この贈物を受

けた故に与えられる証詞であります。この証詞こそ，クリス

マスの季節にあなた方一人一人に贈る私共のプレゼン トであ

ります。

この最もしあわせな季節に主があなたを祝福 したもうて，

キリス トの業に似た愛 と慈悲と奉仕の業に献身 しようとの決

意を新らたにできますように。感謝をこめて……。



ベ ン ソ ン 長 老 を 迎 え て レ セ プ シ ョン 開 く

１１月！２日夜，十二使徒ベンソン長老こ夫

妻が来日された。翌１３日は農務長官時代交

流のあった方々をはじめ政財界の著名人，

報道関係者を招待 し， 日本伝道本部でレセ

プションを開いた。席上ベンソン長老は教

会の紹介，万国博の展示計画などを説明 し，

末 日聖徒イエス ・キリス ト教会への認識を

深めていただくようお話された。

羽 田 空 港

・懸 諺 鷲欝 欝 麟 蓑難 鶏

レ セ プ シ ョ ン で の 教 会 紹 介

説 明 を き く 出 席 者

瞬慈顧滅講

国 会 議 員 千 葉 三 郎 氏 宣 教 師 制 度 の 説 明

騒：
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マッコ ンキー長老 ご夫 妻来 日

ベンソン長老と共に新 しく極東地区担当教会幹部に任

命された，ブルース Ｒ． マノコンキー長老ご夫妻が，

１１月 ９日夕，羽田空港に到着された。は じめて日本を訪

問されたお二人は，ビルス伝道部長をは じめ，たくさん

の会員か ら暖かい歓迎を受けた。

翌１０日の安息日は，東京西支部で特別大会を開き，神

権指導者会，神権会，一般大会で数多くの話をされた。

モルモンの教義その他いくつかの著者として知 られるマ

ッコンキー長老は， とくに深い教義に基づくお話をされ

集つた兄弟姉妹に強い感銘を与えられた。

籏 掘

濤
羽 田 到 着 の ご夫 妻

謬嚢

神権者に話されるマッコン車一長老

一 般 大 会 に て

購難
大 会 で 聞 き 入 る 聖 徒 た ち

鐸馨
詳 出

ユ１２



支 部 だ よ り

ご 結 婚 お め で と う ！

実 りの秋を迎えると各地より支部だより編集係へ，た くさんの結婚写真が

とどきました。今月は特集としてユ１月２０日までにいただいたモルモン・カ ノ

プルをご紹介いたします。この一年間，支部だよりを投稿 して下さった皆 さ

んに感謝いたします。

紙面の都合て，一部掲載できなかったことをお詑びします。６９年度 も，楽 し

いページとなりますよう，支部だよりをおよせ下さい。

（敬称略）
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ス ポ ー ク ン ワ ー ド

リチ ャ ー ド Ｌ ． エバ ン ズ

聖

徒

の

一 つの 心
， 一つ の生 き方

「人 は何 者 なので、これ をみ心 に とめ られ るの です か」１詩 篇

に記 される この問 いは、深 い探究 の心 を映 してい る。 美術 、

音楽 、文学 、科 学、 人の行 なって きた こと、造 り出 して きた

こ とは語 り尽 くせぬ ほ どに数 多 い。 それ らを見 る時 に、人 の

心 と霊 と英知 の無限 な こ とは明 らかで ある。 成長 す る力、考

え、感 じるカー 肉体や精神 の働 きと作用 と組成。 肉体 と心 と

霊 をいただ く人間 は、万物 にま さって実 に驚 くべ き機 構 を も

った被造物 であ る。「うち に智恵 をおいたの はだれか」２主 は ヨ

ブに尋 ねた もうた。「心 に悟 りを与 えたの はだれ か」２。 身体 に

癒 える力 を与 えたの は誰 れか。 知 り、学 び、判断 し、決定 し

て、昔 を覚 え、将来 を計 画す る入 の力 を思 う時 、畏敬 の念 が ．

胸 に満 ち る。 人間 に、そ して さ らに造 り主 と、 その与 えた も

うたすべ ての もの に… …。我 々はこの事実 に目覚 め る。 この

身体 、こ の心 はこの世 の生涯 を保 つ もので ある。分 別の あ る

人は、高価 な機 械 を故意 に乱用 は しな い。 しか し、身体の働

きを損 い害 を与 えて それを乱用 す るこ とは、は るか に無分別

なご．とであ る。身体 を傷 つ け、心 を痛 めて暗 くし、良心 と心

の平安 を乱 しなが ら、 自 らと隣 人 を害 す る行 ない に も感 じな

くなる ことは、何 と不敬 なこ とであろ うか。一 人の 人に一 つ

の心 ，一 つの生 き方一 それ が人の持 つすべ てであ る。死 ぬべ

き世 はすみや か に過 ぎゆ き、永世 は永遠 に長 い。 生命 、心 、

記憶 、才 能 、目的、限 りない可能性 、驚 くべ き働 きを この身

にいた だ く人間 の誰 れ が、狭 い視 野で まった く感謝 を忘 れて

自ちを破壊 で きようか。神 の造 りた もうた自然 の法則一 健

康 と幸福 の法 則一 地 の法 則、平 和 と善 を もたらす とい うそ

の法 則の 目的 にか なった潔 さと、清 い思 い と、明 らかな良心

と健康 をふ みに じる行 ないは誰 れ に許 され ようか。法 則 な し

に生 命 はあ り得 ない。

注 １ 詩 ８ ：４

２ ヨブ ３８：３６
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Ｆ Ｅ Ｎ放 送 で毎 日曜 日 ８ ：０５～ ８ ：３０ａ．ｍ

ま で 、 ス ポ ー ク．ン ・ワ ー ドとタバ ナ クル

コ ー ラ ス が 放 送 され て い ます 。
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